




『東京マガジンバンクカレッジ』第 4 号の
刊行にあたって

　
　『東京マガジンバンクカレッジ』第 4 号は、雑誌総合セクションの連
続ワークショップ「はじめての雑誌づくり～生活・趣味の中から自分
らしい発信をしてみよう～」( 平成 30 年 6 月 9 日から全 4 回 ) の参加
者の皆さんが作り上げた記事を、冊子の形にまとめたものです。

　参加者は講師からアドバイスを受けて、記事の企画、構成を考え、
必要な取材やデータ収集を行い、原稿を執筆しました。

　記事内容は十人十色。あなたの心に響く記事がきっとあるはずです。

　雑誌を完成させるにあたり、本ワークショップの講師を務めてくだ
さった生島典子氏、生島淳氏、御協力いただいたイラストレーターの
なとみみわ氏、デザイナーの渡邉和美氏に、心より御礼申し上げます。



　
花
が
咲
き
乱
れ
る
牧
草
地

初
夏
の
ス
イ
ス
を
楽
し
む

雑
誌
編
集
者
の
お
仕
事

東
京
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で
き
る
身
近
な
田
舎
暮
ら
し

隅
田
川
花
火
大
会
の
舞
台
裏
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れ
の
航
空
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界
で
は
た
ら
く
！

グ
ラ
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タ
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の
世
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茶
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茶
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知
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ク
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サ
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普
段
の
生
活
に
彩
を
。

発
見
！  

ハ
ー
ブ
生
活

　
地
元
の
国
際
協
会
を
の
ぞ
い
て
見
た

″
お
隣
さ
ん″
と
も
っ
と
仲
良
く

武
蔵
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戦
争
遺
構

車
椅
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で
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避
難
ど
う
す
る
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一
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ひ
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い
き
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最
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楽
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求
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な
が
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ば
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与
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れ
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ポ
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七
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サ
ブ
レ
、le  financier  

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
、etc.

等
々
…

国
分
寺
発
！   Très  bien
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　　　　　     　 生
い く

島
し ま

　典
の り

子
こ

氏
フリーライター、編集者
KADOKAWA で生活情報誌『レタスクラブ』等の編集業務に
従事後、独立
育児・家計・住まい・働き方など幅広い記事を執筆

　生
い く

島
し ま

　淳
じゅん

氏　※第 1 回のみ 

スポーツライター、スポーツジャーナリスト
国内のスポーツだけでなく、アメリカスポーツ事情にも精通
ニュースキャスターやラジオパーソナリティとしても活躍

●講師よりひとこと●
　話を聞いて、原稿にまとめ、雑誌となって世の中に出る。
この一連の作業を「仕事だから」と思ったことはなく、ずっと楽しんでやってきました。
　今回の講座では「自分の興味があること」を誌面にすることの楽しさを伝えられたら、と思っ
ていました。その方法として取材があり、調査がある。
　みなさんの原稿を見て、驚きました。こんなに世の中には ” 興味 “ があふれているのか、と。
　それにしても講座の最中に、私が以前書いた原稿のことを話すと、多摩図書館のスタッフの
方がすぐに該当する雑誌を書庫から引っ張り出してきたのには、驚嘆。「月刊ＰＬＡＹＢＯＹ」
に書いた福山雅治の原稿とか、懐かしかったな。

連続ワークショップ「はじめての雑誌づくり」

講師紹介

●講師よりひとこと●
　雑誌が大好きで編集者になった私は、自宅の近くに雑誌と児童書が豊富な多摩図書館がで
きることがうれしくて仕方ありませんでした。開館後には、できるだけセミナーなどに参加。
2017 年の「雑誌づくり」の講座にも参加しました。
　2018 年、お声掛けいただき、自分が「雑誌づくり」の講座を担当させていただくことになり
ました。最初はお伝えすることがどのくらいあるのか、わかりませんでしたが、自分が仕事で
身に着け、考えてきたことをお話しし、みなさんと楽しく講座を進めることができました。
　そして、みなさんの成果が 1 冊にまとまると思うとワクワクしますね。最初なのにかなりレ
ベルの高いことをやってしまいましたが、とてもよい記事ばかりで楽しいです。「人生 100 年
時代」といわれる社会でも、編集という技術は、身に着けておくと役に立つと思います。
　講座に参加してくださった方々、多摩図書館のスタッフの方々、忙しい中、無理を申し上げ
てご協力いただいたデザイナーの渡邉 和美さん、イラストレーターのなとみみわさんに、心よ
り感謝申し上げます。
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　スイスと聞くと雪山を頭に思い浮かべる方が多いのでは

ないでしょうか？

　標高4000メートルを越える雄大なモンブラン、北壁登山

の困難さが数々の小説や映画でドラマ化されたアイガー、

ピラミッド型の姿が美しいマッターホルンは、テレビや雑

誌、ガイドブックで日本人に馴染み深いと思います。

　この6月にスイス旅行から戻られたばかりの鈴木さんに

お話を聞くことができました。鈴木さんは「あこがれのス

イスで花が咲き乱れる山をハイキングしたい」という奥様

の強い希望をかなえるために、こういった著名な雪山観光

にフラワーハイキングを盛り込んだツアーに奥様と参加さ

れたそうです。

　百聞は一見に如かず、鈴木さんからお預かりした写真で、

お二人が回られた山と草原をお楽しみ下さい。日本の牧草

地は平坦で緑ですが、スイスでは美しい花が咲く草を牧草

として育てます。放し飼いの牛たちは低い土地からそんな

牧草と花を食べながら急峻な丘を登って行きます。初夏の

フラワーハイキングを楽しみたい方は、牛たちが牧草と花

を食べ尽す前に是非スイスにお越し下さい！ 

初夏のスイス
を楽しむ

花が咲き乱れる牧草地
Switzerland

1. モンブラン 2. アイガー　3. マッターホ
ルン 4. 牧草地の牛たち 5. ツェルマットの
花畑 6. クライネシャイデックの牧草地

4
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構成・文／石塚英子
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東
京
で
で
き
る
身
近
な

田
舎
暮
ら
し

憧
れ
の
田
舎
暮
ら
し
を
青
梅
で
実
現
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
青
梅
市

は
面
積
の
60%

以
上
を
森
林
が
占
め
る
自
然
豊
か
な
場
所
で
あ
り
な

が
ら
、
都
内
ま
で
電
車
で
1
時
間
の
立
地
に
あ
り
ま
す
。	

田
舎
暮
ら
し
の
条
件

都
市
部
か
ら
過
疎
地
域
等
の
農
山

漁
村
へ
移
住
し
よ
う
と
す
る 

「
田
園

回
帰
」、
い
わ
ゆ
る
田
舎
暮
ら
し
の

意
識
が
定
年
前
後
の
世
代
だ
け
で
は

な
く
、
20
～
30
代
の
若
い
世
代
で
高

く
な
っ
て
い
ま
す（
出
典
：
2
0
1
7
年

3
月
総
務
省「﹃
田
園
回
帰
﹄に
関
す

る
調
査
研
究
中
間
報
告
書
」）。
そ
の

田
舎
暮
ら
し
で
は「
自
然
」や「
地
域

の
人
た
ち
と
の
交
流
・
ふ
れ
あ
い
」

を
求
め
て
い
る
一
方
で
、「
医
療
機

関
の
存
在
」、「
生
活
が
維
持
で
き
る

仕
事
が
あ
る
こ
と
」な
ど
田
舎
暮
ら

し
を
す
る
た
め
の
必
要
な
条
件
を
満

た
す
場
所
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
に

実
行
に
移
せ
な
い
人
た
ち
が
い
る
よ

う
で
す
。(

出
典
：
2
0
1
4
年
内

閣
府「
農
山
漁
村
に
関
す
る
世
論
調

査
」)す

べ
て
が
揃
う
青
梅

青
梅
市
は
東
京
都
の
西
部
に
位
置

し
、
田
舎
暮
ら
し
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
充
分
な
条
件
が
揃
っ
て
い
ま

す
。
西
多
摩
地
区
の
中
核
病
院
で
あ

る
青
梅
市
立
総
合
病
院
が
あ
り
、
都

内
ま
で
電
車
で
通
勤
圏
内
で
す
。
そ

の
う
え
で
、
御
岳
山
に
代
表
さ
れ
る

山
々
を
有
し
、
多
摩
川
が
流
れ
、
都

会
で
は
見
か
け
な
く
な
っ
た
ホ
タ
ル

が
夏
に
は
飛
び
回
り
、
登
山
や
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
川
遊

び
や
キ
ャ
ン
プ
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
、
自
然
を
活
か
し
た
遊
び
は
、
枚

挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
・
ふ
れ

あ
い
に
お
い
て
も
青
梅
市
は
昔
か
ら

青
梅
大
祭
や
調
布
大
祭
な
ど
お
祭
り

が
盛
ん
な
地
域
で
、
住
民
が
交
流
す

る
素
地
が
あ
る
地
域
で
す
。
今
で
は

自
治
体
が
主
導
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
が
主
体
的
に
な
っ
た
活
動

も
増
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
青
梅
駅

前
商
店
街
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

の「
青
梅
駅
前
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で

は
よ
り
楽
し
い
商
店
街
を
目
指
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
わ
け
あ

り
も
の
市
」と
い
う
地
域
イ
ベ
ン
ト

や
商
店
の
紹
介
を
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
の
発
行
な
ど
色
々
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
青
梅
駅
前

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
中
心
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
る
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
ス
タ
ジ

オ
M
i
n
a
m
o
の
簗
瀬
ま
り
子

さ
ん
は
、「
活
動
を
広
げ
盛
り
上
げ

る
た
め
に
は
商
店
の
メ
ン
バ
ー
だ
け

で
な
く
、
周
り
の
住
民
の
協
力
が
必

要
。
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
協
力
し

て
も
ら
え
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。」
と
話
し
、「
青
梅
駅
前
ネ
ッ
ト

ワ
ー
カ
ー
ズ
」と
い
う
こ
の
活
動
に

協
力
し
た
い
と
い
う
人
を
含
め
た
幅

広
い
活
動
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
バ
ー
や
外
国
人
が
多
く

訪
れ
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
自
転
車
乗

り
だ
け
に
留
ま
ら
ず
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ナ
ー
や
ハ
イ
カ
ー
た
ち
に
も
使
い
勝

手
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
サ

イ
ク
ル
ハ
ー
バ
ー
青
梅
な
ど
、
地

元
・
移
住
者
問
わ
ず
、
次
々
に
新
し

い
店
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
人
の
力
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が
一
つ

ひ
と
つ
の
店
舗
か
ら
波
及
し
、
商
店

街
全
体
の
活
性
化
に
も
繋
が
っ
て
き

ま
し
た
。

自
然
が
あ
り
、
地
域
と
の
交
流
が

持
て
る
青
梅
市
で
は
、
自
然
の
あ
る

生
活
や
人
と
の
繋
が
り
に
価
値
を
求

め
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
現
実
的
な

田
舎
暮
ら
し
の
場
所
と
い
え
ま
す
。

一
度
、
青
梅
市
に
来
て
み
ま
せ
ん

か
。
き
っ
と
こ
の
田
舎
暮
ら
し
が
気

に
入
る
は
ず
で
す
。

構
成
・
文
／
牛
島
一
成

青
梅
の
新
し
い
店
を
中
心
に
紹
介

す
る
冊
子
。
青
梅
駅
前
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
メ
ン
バ
ー
が
取
材
す
る
。

青
梅
駅
前
で
開
催
さ
れ
る
「
わ
け
あ
り

も
の
市
」
。
通
常
よ
り
安
い
「
わ
け
」

や
高
い
「
わ
け
」
な
ど
、
ス
ト
ー
リ
ー

と
と
も
に
お
客
さ
ん
に
紹
介
す
る
。

イノシシの形をした
青梅市
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Q.1Q.2Q.3

Q.4

日本を代表する風物詩である隅田川花火大
会は、ここまで巨大なイベントであることを
実感した。飯野氏のインタビューで聞いたよ

うに、安全性の確保、運営費の高騰など、毎
年開催し続けるための難易度は上がってき
ている。伝統をつなぐためにも、新たな局面

にきているのは事実である。これからは、こ
のような地元の行事にもビジネスセンスが
より求められるのかもしれない。

伝統をつなぐためには

隅田川花火大会の舞台裏
最近、なぜ花火大会の中止が相次いでいるのか、続いている花火大会は何が違うのか、
花火大会を運営するにあたっての課題は何かを明らかにする。
世界に誇る花火の伝統を継続するためのヒントを関係者の証言より探ってみよう。

こ
と
。昨
年
の
反
省
を
生
か
し
な
が
ら
、今

年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
目
視
で
全
員
確
認

で
き
る
よ
う
に
紙
で
張
り
出
し
て
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
書
面
に
残
し
、マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し

て
、引
き
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば

花
火
製
造
所
か
ら
打
ち
上
げ
場
所
に
搬
入

す
る
際
に
も
、道
路
の
運
搬
、船
へ
の
積
み

込
み
な
ど
の
一
つ
一
つ
の
許
可
が
必
要
な

た
め
、
モ
レ
な
く
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と

が
花
火
大
会
の
成
功
に
は
不
可
欠
に
な
り

ま
す
。関
係
者
の
一
体
感
の
た
め
に
、墨
田

川
神
社
へ
の
安
全
祈
願
も
欠
か
せ
な
い
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
？

安
全
に
事
故
な
く
。
伝
統
を
守
り
つ
つ

も
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
実
行
し
て
い

く
こ
と
で
す
。復
活
し
て
40
年
で
す
が
、も

し
事
故
が
あ
っ
た
ら
今
後
続
け
て
い
く
こ

と
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
安
全
に
は
最
優
先
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
そ
の
う
え
で
更
に
時
代
に

合
わ
せ
て
、情
報
発
信
を
強
化
し
た
り
、協

賛
席
も
設
置
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、地
域
の
方
や
多
く
の
関
係
者
、ス
ポ
ン

サ
ー
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
伝
統
を

つ
な
い
で
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

ご
担
当
さ
れ
て
い
る
業
務
は

何
で
す
か

隅
田
川
花
火
大
会
の
司
令
本
部
統
括
班

と
し
て
、
大
会
の
中
止
の
判
断
な
ど
全
体

を
管
理
す
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

運
営
に
あ
た
り
、ご
苦
労
さ
れ

て
い
る
点
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
す
か

運
営
は
す
べ
て
委
託
す
る
の
で
は
な
く
、

区
の
職
員
自
ら
が
現
場
に
立
ち
、
各
区
役

所
、
東
京
都
、
警
察
、
消
防
、
そ
し
て
町
会

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
作
っ
て
お
り

ま
す
。特
に
町
会
の
方
々
か
ら
は
、一
度
途

絶
え
た
花
火
大
会
を
復
活
さ
せ
た
強
い
思

い
を
感
じ
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
現
場
の

職
員
も
そ
れ
ぞ
れ
が
ん
ば
っ
て
い
て
、
例

え
ば
防
護
柵
な
ど
は
毎
年
再
開
発
な
ど
で

変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
職
員
が
丸
一
日
か

け
て
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
資
材
費
や
人
件
費
の
高
騰
も
あ

り
、運
営
費
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。補

助
金
な
ど
を
増
額
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、

ス
ポ
ン
サ
ー
獲
得
も
順
風
満
帆
と
は
言
え

な
い
た
め
、
運
営
の
難
易
度
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

大
会
の
運
営
で

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

ま
ず
は
情
報
共
有
を
し
っ
か
り
と
行
う

隅
田
川
花
火
大
会
に
つ
い
て
、

台
東
区
観
光
課
長
・
飯
野
氏
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

墨田川花火大会と東京ドームのプ
ロ野球イベントを比較すると、運
営人数は約4.8倍、大会運営費約
8倍、経済効果約11倍、そして来
場者は約23倍以上と、隅田川花
火大会のイベント規模が巨大であ
ることが分かる。

隅田川花火大会と
東京ドームの
プロ野球（巨人戦）との
データを比較してみた

データで見る花火大会の凄さ

構成·文／大槻純一

歴史(年)

運営人数（十人）

来場者数(千人)

大会運営費(十万円)

経済効果（百万円）

0
　

1000
　

2000

30

285

207

1,000

41

950

245
1980

660
7340

東京ドームのプロ野球（巨人戦）
隅田川の花火大会
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憧れの航空業界ではたらく！

グランドスタッフの世界
航空業界といえば華やかな印象で昔も今も変わらぬ人気の仕事。なかでもエアラインときいて真っ先に
思い浮かぶのは客室乗務員ですが、地上で搭乗や到着といった手続きをサポートしてくれるのは
グランドスタッフのみなさん。ステキな制服を着こなして笑顔でテキパキはたらく裏にあるその仕事内容とは？

構成・文／おばら	ゆみこ

空
港
で
は
た
ら
く
人
の
い
ろ
い
ろ

空
港
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
う
た
め
に
た

く
さ
ん
の
人
が
働
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で

地
上
の
総
合
案
内
役
を
担
っ
て
い
る
の
が
グ
ラ
ン

ド
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
そ
の
仕
事
は
お
客
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
安
全
で
快
適
な
空

の
旅
を
支
え
る
た
め
に
細
や
か
な
部
分
に
ま
で
注

意
を
は
ら
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
や
っ
て
い
た
！
　
グ
ラ
ン
ド

ス
タ
ッ
フ
の
知
ら
れ
ざ
る
仕
事

グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
は
お
客
様
の
搭
乗
手
続
き

を
行
う
接
客
サ
ー
ビ
ス
が
メ
イ
ン
の
仕
事
で
す

が
、
ほ
か
に
も
荷
物
の
受
託
、
ト
ラ
ブ
ル
や
緊
急

時
の
対
応
、
付
き
添
い
が
必
要
な
方
の
サ
ポ
ー
ト
、

ク
レ
ー
ム
対
応
、
乗
り
継
ぎ
案
内
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
運
行
状
況
や
整
備
点
検
、
カ
ウ
ン

タ
ー
の
混
雑
状
況
の
確
認
な
ど
で
は
ち
が
う
部
署

と
連
携
を
と
り
、
万
が
一
飛
行
機
の
出
発
が
遅
れ

そ
う
な
場
合
は
す
ば
や
く
お
客
様
へ
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
行
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
も
大
切
な
任
務
。

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
な
対
応
力
が
必

要
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ず
っ
と
立
ち
っ
ぱ
な
し

で
重
い
荷
物
を
扱
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、精
神
的
・

体
力
的
な
強
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

勤
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
生
活
の
工
夫

勤
務
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
の
た
め
、早
番
の
と

き
は
朝
5
時
前
に
出
勤
す
る
こ
と
も
！
夜
は
最
終

便
が
到
着
す
る
深
夜
ま
で
の
勤
務
に
な
る
こ
と
も

あ
り（
国
際
線
の
場
合
は
2
4
時
間
体
制
！
）、
睡

眠
や
栄
養
を
し
っ
か
り
と
っ
て
体
調
管
理
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
そ
う
で
す
。

休
日
は
月
8
～
1
0
日
で
す
が
ほ
と
ん
ど
平

日
の
た
め
、友
達
と
予
定
が
合
わ
な
い
と
い
っ
た
悩

み
も
。
い
っ
ぽ
う
早
朝
勤
務
の
日
は
午
後
早
い
時

間
の
退
社
と
な
り
、
す
い
て
い
る
平
日
の
昼
間
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
用
事
を
す
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
そ
う
で
す
よ
。

グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
で

大
切
な
こ
と

も
っ
と
も
重
要
な
仕
事
は
飛
行
機
が
安
全
か
つ

定
時
に
出
発
・
到
着
す
る
た
め
に
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
業
務
を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
で
す
。
そ
の
う
え
で

そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
様
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
と
き
に
は
個
人
的
な
感
情
を
ぶ
つ

け
ら
れ
る
こ
と
も
。
し
か
し
い
か
な
る
場
合
で
も
プ

ロ
と
し
て
真
摯
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
サ
ー
ビ
ス
に
正
解
は
な
い
た
め
臨
機
応
変

に
対
応
す
る
柔
軟
さ
や
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で

的
確
に
説
明
す
る
ス
キ
ル
を
必
要
と
す
る
な
ど
、

華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
グ
ラ
ン
ド
ス

タ
ッ
フ
の
仕
事
は
と
て
も
ハ
ー
ド
。

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
定
刻
通
り
に
飛
行

機
が
出
発
す
る
の
を
見
届
け
た
り
、
お
客
様
か
ら

の「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
達
成
感

に
包
ま
れ
る
と
、
こ
の
仕
事
の
魅
力
を
あ
ら
た
め

て
実
感
す
る
の
だ
と
か
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
お
客
様
と
の
心
が
通
う
こ
と

は
何
に
も
勝
る
貴
重
な
報
酬
で
あ
り
、
こ
の
仕
事

の
一
番
の
魅
力
と
い
え
そ
う
で
す
ね
。

① 2017 年の成田空港利用
者は約 4.000 万人、羽田空
港においては8.000万人を
超える。　②お客様を探し
て広い空港内を走り回るこ
とも！　③国内線は早朝か
ら深夜、国際線は24時間稼
働しているため勤務は完全
シフト制。　④お客様の安
全かつスムーズな空の旅の
ため日々サポートに努める。

1 2

4 3
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政
府
の
働
き
方
改
革
で
、
多
様
な
働
き
方
・
投
資
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
そ
ん
な

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、2
0
1
8
年
の
延
床
面
積
は

2
0
1
7
年
の
2
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す（
出
典

J
L
L
）。

現
代
社
会
が
も
は
や
イ
ン
ス
タ
な
ど
S
N
S
な
し
で

は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
理
由
は
や
は
り
、私
た
ち

が
無
意
識
の
う
ち
に
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
い
る

か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。N
Y
公
共
図
書
館
が
、利
用
者
の

満
足
度
に
よ
る
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン（
寄
付
）で
成
り
立
っ
て

い
る
よ
う
に
、東
京
マ
ガ
ジ
ン
バ
ン
ク
カ
レ
ッ
ジ
で
実
り

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
創
れ
た
ら
素
敵
で
す
ね
。

Coworking spaceを
見に行きました！
コワーキングスペースとは、複数の業者が共同で仕事をするオフィスです。

今年に入って、あちこちの話題のスポットでコワーキングスペースを見かけるようになりましたね。
アメリカ発祥のコワーキングスペースは、ただ単に場所を提供するだけのレンタルオフィスとは違い、

利用者同志のゆるいつながりが生まれる工夫がされています。

～新しいオフィスの形～

NY発のコワーキングスペース

地下鉄の駅直結で便利

WeWork ［六本木ほか］

SPACES大手町 ［大手町］

NY発WeWork の日本進出一号店が今年の２月、六本木にオー
プンしたのを皮切りに、GINZASIXや丸の内・日比谷等に展開し
ています。週の始まり月曜日には朝食のサービス、コミュニティ
スペースにはビールサーバーもあります。そのせいか利用者に感
想を聞いてみると「痩せられないのが悩み…」だそうです。

SPACES大手町は、すっかり新しくきれいになった地下鉄
大手町駅に直結しており、広々として洗練された空間は一見
ショールームのようです。ワインを飲みながら絵を描いて楽し
むアートバー等のワークショップで、充実したアフターファイ
ブを過ごすことができます。

カフェ気分で気軽に使える！

Qカフェ［日比谷］

最後にQカフェです。４月にオープンしたばかりのミッドタウ
ン日比谷6階にあるカフェ兼ワークスペースで、気軽に利用で
きそうです。オープニングイベントにメディアアーティストの
落合陽一氏が登壇したニュースが記憶に新しいところです。

人と仕事を結びつける
コワーキングスペース

構成・文／加藤朋美
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暮らしの中に
一服のお茶を

茶室と
起こし絵図

ちいさな
茶室を
つくってみよう

市中の
山居ならぬ
掌中の山居？

あわただしく過ごしてしまう毎
日の中でも、ひと休みにお茶を飲
むと、それがほんの少しの時間で
あっても、心も頭もほっとするも
のです。

なかでも抹茶は、準備は意外に
簡単ですが非日常感があり、手の
ひらにつたわる茶碗のぬくもりも
格別で、おすすめです。

その一服を更に面白くする、小
さな工夫をお伝えします。 起こし絵図という言葉をご存じ

でしょうか？日本に昔からある模
型の一種で、建物の壁面や床面な
どの図をつづり合わせて立体にし
たものです（写真）。

茶室の物もたくさん作られ、設
計時の検討用や実際の茶室の様子
がわかる模型として大切にされて
きました。

シンプルなつくりですが、眺め
ていると、まるでその中に座って
いるような気分になれます。

起
こ
し
絵
図
を
な
が
め
て
い
る
う
ち

に
、
こ
う
い
う
も
の
を
手
も
と
に
お
い

て
お
茶
を
飲
ん
だ
ら
、
ど
こ
に
い
て
も

茶
室
に
座
っ
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な

れ
る
の
で
は
と
思
い
つ
き
、
茶
室
の

カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

市
販
の
無
地
の
二
つ
折
り
の
カ
ー
ド

に
二
か
所
切
り
込
み
を
入
れ
て
台
を
作

り
、
畳
や
床
の
間
を
書
き
こ
め
ば
、
で

き
あ
が
り
で
す（
写
真
）。

カ
ー
ド
の
色
や
素
材
、
ペ
ン
の
色
を

変
え
る
と
色
々
な
雰
囲
気
の
も
の
が
作

れ
ま
す
。

茶
室
カ
ー
ド
が
で
き
あ
が
っ
た
ら
、

眺
め
な
が
ら
、い
よ
い
よ
一
服
で
す
。

か
つ
て
の
茶
人
た
ち
が
都
市
に
い
な

が
ら
自
然
の
中
に
い
る
よ
う
な
気
分
に

な
れ
る
場
と
し
て
茶
室
を
作
っ
た
よ
う

に
、
こ
の
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
茶
室
を

お
供
に
お
茶
を
の
む
と
、
現
代
の
日
常

に
い
な
が
ら
、
山
中
の
茶
室
で
一
服
し

て
い
る
よ
う
な
…
気
分
を
感
じ
ら
れ
ま

す
。日

常
の
な
か
に
非
日
常
が
入
っ
て
く

る
不
思
議
な
心
地
よ
さ
を
、
ど
う
ぞ
楽

し
ん
で
み
て
下
さ
い
。

てのひら茶室で
お茶を一服
毎日、慌ただしく過ごしていませんか？　
忙しくても、街のなかにいても、ちいさな茶室でひと息つける方法があります。

※東京国立博物館研究情報アーカイブズサイト（https://webarchives.tnm.jp/）より。

構成・文・写真／鎌島直子
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学生スポーツは一番になると人々は讃え、注目する。
しかし、ルール違反や勝負を避ける行為などをすると、勝っても非難される事もある。
では、学生を指導する時、大切にするべき事は何か。
前・明星高校ハンドボール部監督の鈴木亮一さんに聞いてみた。

構成・文／雪莉

学
生
を
指
導
す
る
時
︑

大
切
に
し
て
い
る
事
は
？

最
近
、
監
督
の
指
導
姿
勢
に
つ
い
て

色
々
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
を

指
導
す
る
時
に
大
切
に
し
て
い
る
事
は
何

か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
学
生
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導

で
一
番
大
切
な
事
は
人
間
形
成
で
、
そ
れ

に
は
毎
日
の
挨
拶
を
始
め
と
す
る
生
活

態
度
の
指
導
、
厳
し
い
練
習
に
耐
え
う
る

フ
ィ
ジ
カ
ル
や
メ
ン
タ
ル
の
指
導
が
大
事

だ
と
言
い
ま
す
。「
厳
し
い
練
習
も
勝
た
な

け
れ
ば
生
徒
は
納
得
し
て
つ
い
て
来
ま
せ

ん
。
試
合
に
勝
つ
こ
と
で
、
こ
れ
だ
け
の　

練
習
を
し
た
の
だ
か
ら
勝
っ
た
の
だ
と
い

う
自
信
に
繋
が
り
ま
す
」。
自
信
を
持
つ
と

自
分
を
好
き
に
な
り
、
自
己
肯
定
が
で
き

る
強
い
人
間
に
な
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
鈴
木
さ
ん
は
勝
つ
事
に
よ
っ
て

一
つ
上
の
世
界
が
広
が
り
、
新
し
い
世
界

を
経
験
さ
せ
る
事
が
で
き
る
と
言
い
ま
す
。

良
い
成
績
を
残
す
と
、
大
学
へ
の
進
学
や

企
業
へ
の
就
職
に
も
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

昔
と
今
で
指
導
法
に
変
化
は
？

現
在
監
督
に
な
っ
て
い
る
世
代
も
昭
和

生
ま
れ
か
ら
平
成
生
ま
れ
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
指
導
方
法
に
も
変
化
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
私
が
現
役
の
頃
は
、
監
督
と
学
生
の
信

頼
関
係
の
基
、
厳
し
い
練
習
を
強
制
的
に

強
い
る
事
で
フ
ィ
ジ
カ
ル
、
メ
ン
タ
ル
の

強
さ
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
強
制
的
に
何
か
を
さ
せ
る
事
は
あ

ま
り
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
監
督
が
考
え
て
、

厳
し
さ
を
学
ば
せ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」。し

ご
き
や
暴
力
は
、
時
代
遅
れ
の
指
導

方
法
と
さ
れ
て
い
る
今
、
監
督
達
は
学
生

の
メ
ン
タ
ル
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
を
鍛
え
る
為

に
試
行
錯
誤
を
続
け
、
い
か
に
学
生
を
や

る
気
に
さ
せ
、
試
合
の
時
に
ベ
ス
ト
の
状

態
に
も
っ
て
い
く
か
を
日
々
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。　

最
近
次
々
と
、ア
マ
チ
ュ

ア
ス
ポ
ー
ツ
界
の
問
題
が
明
る
み
に
出
て

き
て
い
ま
す
が
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日

本
人
選
手
が
納
得
で
き
る
結
果
が
出
せ
る

様
に
、す
べ
て
の
人
が
ア
ス
リ
ー
ト
フ
ァ
ー

ス
ト
の
考
え
で
こ
れ
か
ら
の
日
々
を
送
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
ス
ポ
ー
ツ
の

指
導
で
大
切
な
事
は

何
な
の
か
？

明星高校ハンドボール部前監督の鈴木
亮一さん。順天堂大学卒業。母校の監督
を長年務め全国制覇も成し遂げた。著書
に『名門復活～ハンドボールにかけた熱
き魂～』（グローバル教育出版）。

しかし、ルール違反や勝負を避ける行為などをすると、勝っても非難される事もある。

指
導
で
大
切
な
事
は

日
大
ア
メ
フ
ト
部
騒
動
が
起
き
て
、

知
り
た
い
!!
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「電話リレーサービス・
プロジェクト」
稼働中！

2
0
1
8
年
2
月
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
、
世
界
的
に
聴
覚
障
害
を
抱
え
る
人
々
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
2
0
5
0
年
に
は

現
在
の
約
４
億
6
6
0
0
万
人（
推
計
）
か
ら

９
億
人
に
な
る
可
能
性
を
発
表
し
た
。日
本
で
は
、

障
害
者
手
帳
を
保
有
し
て
い
な
い
聴
覚
障
害
も
含

め
る
と
1
0
0
0
万
人
以
上
は
い
る
と
推
定
さ

れ
、
今
後
も
増
加
の
見
込
み
だ
。

一
般
的
に
、
加
齢
に
伴
い
高
音
域
か
ら
聞
こ
え

に
く
く
な
る
と
い
う
。
し
か
し「
あ
、
い
、
う
、
え
、

お
」の
母
音
は
聞
き
取
り
や
す
い
た
め
、
難
聴
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
に
く
い
そ
う
だ
。

気
づ
い
た
時
に
は
、
す
で
に
日
常
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
今
回
は
、
聞
こ
え
て

い
れ
ば
当
た
り
前
に
で
き
る「
電
話
」を
テ
ー
マ
に

取
り
あ
げ
た
い
。

聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
人
が

電
話
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

聞
こ
え
る
人
々
（
以
下
、聴
者
と
い
う
）に
と
っ

て
は
意
外
か
も
し
れ
な
い
が
、
聞
こ
え
な
い
・
聞

こ
え
に
く
い
人
々
（
以
下
、
聴
覚
障
害
者
と
い
う
）

の
間
で
は
、「
電
話
が
使
え
な
い
」と
い
う
悩
み
が

よ
く
あ
が
る
そ
う
だ
。

電
話
と
い
う
の
は
、
電
気
や
水
道
と
同
じ
よ
う

に
日
常
生
活
に
お
い
て
必
要
な
も
の
だ
。

で
も
、
美
容
院
や
病
院
の
予
約
は
ネ
ッ
ト
で
で

き
る
、
仕
事
で
は
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
、
友
人
と

の
会
話
は
S
N
S
だ
か
ら
、
電
話
が
使
え
な
く
て

も
大
丈
夫
な
の
で
は
と
思
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
家
族
が
倒
れ
た
時
、
タ
ク
シ
ー
に
忘

れ
物
を
し
た
と
き
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
落
と

人と人を電話でつなぐサービス
 ●電話リレーサービス

● 電話リレーサービスの国際比較

● 利用者の声

し
た
と
き
、
仕
事
で
緊
急
の
頼
み
ご
と
を
し
た
い
と

き
、
駅
で
待
ち
合
わ
せ
し
た
友
人
が
見
つ
か
ら
な
い

と
き
、
メ
ー
ル
の
返
信
が
な
い
と
き
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
電
話
を
使
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

長
ら
く
、
聴
覚
障
害
者
は
電
話
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
」が
始
ま
っ
た
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
聴
覚
障
害
者
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
電
話
代
行
サ
ー
ビ

ス
と
も
言
い
、
聴
覚
障
害
者
が
電
話
を
利
用
す
る
た

め
の
仕
組
み
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
手

話
や
文
字
で
通
訳
し
、
聴
覚
障
害
者
と
聴
者
の
電
話

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
。
日
本

で
は
2
0
1
1
年
よ
り
試
験
的
に
始
ま
り
、
公
共
化

を
目
指
し
て
い
る
。

Q 1
電話リレーサービスは、
手話でどのように電話が
かかってくるの？

専用のサイトにアクセスすると「文字」か「手話」を選べる
ようになっています。このとき「手話」を選ぶと利用者とオ
ペレーターが映像でつながります。利用者が手話で話すこ
とを読み取って、オペレーターが代わりに電話をかけて内
容を伝えるという仕組みです。

Q 2
電話リレーサービスがあれば、
24時間、
緊急時も安心ですね？

電話リレーでは、「110（警察への通報）」、「119（消防・救急
への緊急通報）」、「118（海上での緊急通報）」へ発信はでき
ません。また、24時間対応は実現していません。

Q 3
電話リレーサービスは
日本だけの
サービスなの？

アメリカ・イギリス・デンマークなど世界20か国以上、ア
ジアでは韓国・タイがサービスを公的に開始しています。
日本はあくまでも試験的なもの。実施期間があります。ま
た、G7のなかで唯一未実施となっています。

Q 4
なかなか公的なサービスにならない日本と、
すでに実施している諸外国では、
電話リレーサービスに関して
考え方に違いがあるんですか？

「電話ができないこと」を、日本では障害者本人の問題とと
らえますが、諸外国では通信技術の問題ととらえる考え方
があるようです。

国/伝達方法 文字 手話 音声と字幕 24時間365日
アメリカ 〇 〇 〇 〇
カナダ（※） 〇 〇 〇
イギリス 〇 〇 〇 〇
韓国 〇 〇 〇
日本 〇 〇 準備中

電話を使いたかったときは？
・病気、事故の緊急時
・忘れ物、落し物の問い合わせ
・仕事の内線、FAXの着信確認
・家族や友人と他愛のない会話
・電話相談（ラジオ番組や、	
悩み相談など）

参考：日本財団 電話リレーサービス・モデルプロジェクト http://trs-nippon.jp/
世界保健機構（WHO）https://www.japan-who.or.jp/act/factsheet/300.pdf
・日本補聴器工業会　2015　「Japan Trak 2015」

※カナダの公用語は英語とフランス語。手話もアメリカ手話とケベック手話の２種がある。

電話リレーサービスを
使って初めてしたことは？

・ピザの注文
・歓迎会など宴会の幹事
・親子喧嘩

構成・文／小谷野依久
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ミニベロに乗って散歩気分でサイクリングを

ミニベロを楽しむ

待
ち
に
待
っ
た
ミ
ニ
ベ
ロ
が
到
着

早
速
︑
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
へ

待
ち
に
待
っ
た
ミ
ニ
ベ
ロ
が
わ
が
家
に

到
着
。
注
文
し
て
か
ら
約
80
日
、
ほ
ぼ
手

作
り
の
た
め
、
手
元
に
届
く
ま
で
に
こ
れ

だ
け
の
時
間
を
要
す
る
の
で
す
。
早
速
、

立
川
に
あ
る
昭
和
記
念
公
園
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
へ
持
ち
込
み
ま
し
た
。
緑
の

木
立
の
中
で
の
ん
び
り
ミ
ニ
ベ
ロ
に
乗
る

の
が
長
年
の
夢
で
し
た
。
ま
さ
に
自
分
の

思
い
が
叶
っ
た
瞬
間
で
し
た
。
緑
の
並
木

道
を
ゆ
っ
た
り
ミ
ニ
ベ
ロ
で
走
る
こ
と
は

本
当
に
気
持
ち
が
良
い
と
感
じ
た
瞬
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。
何
と
か
こ
の
爽
快
さ
を

伝
え
た
い
と
思
い
、
コ
ー
ス
の
様
子
を
ミ

ニ
ベ
ロ
と
共
に
写
真
に
収
め
ま
し
た
。
こ

こ
に
載
せ
た
2
枚
の
写
真
は
そ
の
時
の

コ
ー
ス
の
途
中
で
撮
っ
た
も
の
で
す
。
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
爽
快
さ
が
少
し
で

も
伝
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
写
真
に
写
っ

て
い
る
自
転
車
が
筆
者
の
所
有
す
る
ミ
ニ

ベ
ロ
で
す
。
持
ち
運
ぶ
と
き
は
、
下
の
写

真
の
様
に
折
り
畳
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

タ
イ
ア
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
の
で

持
ち
運
び
が
ラ
ク

皆
さ
ん
は
、
自
転
車
と
言
っ
た
ら
ど
ん

な
自
転
車
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
こ
こ

で
紹
介
す
る
の
は
、
タ
イ
ア
サ
イ
ズ
の
小

さ
な
ミ
ニ
ベ
ロ（
B
E
R
O
は
イ
タ
リ
ア

語
で
自
転
車
の
意
）と
呼
ば
れ
る
小
径
自

転
車
で
す
。
一
般
に
言
わ
れ
る
小
径
自
転

車
は
タ
イ
ア
サ
イ
ズ
が
20
イ
ン
チ
以
下

で
、
折
り
た
た
み
式
も
含
む
、
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ミ
ニ
ベ
ロ
は
、
車
に
載
せ
た

り
電
車
に
持
ち
込
ん
だ
り
す
る
の
に
労
力

が
少
な
く
て
す
み
、
タ
ウ
ン
ユ
ー
ス
に
も

似
合
い
そ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、
よ
り
タ

イ
ア
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
ミ
ニ
ベ
ロ
に
筆
者

は
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
筆

者
の
ミ
ニ
ベ
ロ
の
タ
イ
ア
サ
イ
ズ
は
12
イ

ン
チ
で
す
。
ミ
ニ
ベ
ロ
の
良
さ
は
そ
の
小

さ
さ
に
あ
り
ま
す
。
乗
り
た
い
場
所
へ

持
っ
て
行
っ
て
ス
ポ
ッ
ト
で
楽
し
め
、
ス

ピ
ー
ド
向
き
で
は
な
い
の
で
の
ん
び
り
走

る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。
街
中
へ
持
ち
込

ん
で
も
邪
魔
者
扱
い
さ
れ
に
く
い
の
で
は

と
も
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
ミ
ニ
ベ
ロ
な
ら

で
は
の
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
市
場
は
小
さ
い

小
径
自
転
車

左
の
図
は
、
一
般
財
団
法
人
自
転
車
産

業
振
興
協
会
発
行
の
自
転
車
国
内
販
売
動

向
調
査
2
0
1
7
年
1
月
～
12
月
月
報

デ
ー
タ
を
元
に
再
編
集
し
て
自
転
車
全
体

の
中
で
、
折
り
た
た
み
式
を
含
む
２
０
イ

ン
チ
以
下
の
小
径
自
転
車
が
ど
れ
く
ら
い

売
ら
れ
て
い
る
か
の
イ
メ
ー
ジ
図
で
す
。

こ
こ
で
い
う
小
径
自
転
車
に
は
電
動
自
転

車
、
子
供
用
自
転
車
は
含
ま
れ
な
い
と
の

こ
と
で
す
。
小
径
自
転
車
は
ご
く
限
ら
れ

た
市
場
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
を
機
に
ミ
ニ
ベ
ロ
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

電車に乗って、車に乗せて、
気軽に運べるミニベロ（小径
自転車）を楽しめるスポット
を探してみましょう。

自転車全体に占める小径自転車の割合

構成・文／ＢＥＲＯ

※一般財団法人　自転車産業振興協
会『自転車国内販売動向調査』より。

ミニベロを折り畳
んだ状態。

2017年に販売された
自転車の台数に対する
小径自転車 の台数割合

第3サークル第4サークル

第1サークル

第2サークル

スタート
＆
ゴール

折り返し
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―
―
ま
ず
、
硫
黄
島
協
会
と
は
ど
の
よ

う
な
団
体
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

寺
本
鐡
朗
硫
黄
島
協
会
会
長（
以
下
寺

本
）　

硫
黄
島
戦
没
者
遺
族
が
会
の
主
な

メ
ン
バ
ー
で
、
硫
黄
島
に
放
置
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
戦
没
者
の
ご
遺
骨

を
捜
索
、
収
容
し
て
日
本
へ
送
還
す
る

「
遺
骨
帰
還
」の
促
進
と
、一
般
の
人
は

上
陸
で
き
な
い
硫
黄
島
へ
渡
り
慰
霊
巡

拝
す
る「
遺
族
慰
霊
渡
島
」の
拡
大
が
主

な
活
動
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

―
―
と
い
う
こ
と
は
寺
本
会
長
も
ご
遺

族
な
の
で
す
ね

寺
本　

そ
の
通
り
で
す
。
私
が
五
、六
歳

だ
っ
た
と
き
に
、
和
智
恒
蔵
初
代
硫
黄

島
協
会
会
長
が
実
家
に
父
の
お
参
り
の

た
め
に
訪
ね
て
来
て
い
た
だ
き
、
親
類

一
同
が
集
ま
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
と

き
に
父
が
硫
黄
島
で
亡
く
な
っ
た
こ
と

を
初
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
父
が
硫
黄

島
に
出
征
し
た
と
き
母
は
私
を
身
籠
っ

て
お
り
、
私
は
戦
争
末
期
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
硫
黄
島
か
ら
遺
骨
を
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
父
の
墓

の
中
に
遺
骨
は
な
く
、
か
わ
り
に
硫
黄

島
の
砂
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。

―
―
硫
黄
島
協
会
に
入
会
さ
れ
た
き
っ

か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

寺
本　

大
学
生
の
と
き
、
硫
黄
島
戦
没

者
慰
霊
の
た
め
に
訪
れ
た
靖
国
神
社
で

西
泰
徳（
谷
補
足
:

バ
ロ
ン
西
竹
一
大

佐
の
長
男
）前
硫
黄
島
協
会
会
長
に
会
っ

た
際
、
入
会
を
勧
め
ら
れ
て
会
員
に
な

り
ま
し
た
。

―
―
と
こ
ろ
で
、「
遺
骨
帰
還
」の
促
進

の
現
状
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

寺
本　

活
動
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
、

一
万
四
百
十
柱
の
ご
遺
骨
を
千
鳥
个
淵

戦
没
者
墓
苑
に
お
迎
え
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。し
か
し
、未
だ
に
灼
熱
の
島

に
一
万
一
千
四
百
九
十
柱
の
ご
遺
骨
が

眠
っ
て
い
ま
す
。一
柱
も
残
す
事
な
く
収

容
で
き
る
よ
う
、ご
遺
骨
帰
還
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。平
成
二
十
八
年
に「
戦

没
者
遺
骨
収
集
推
進
法
」が
成
立
し
た
こ

と
と
、こ
の
法
律
に
基
づ
き
一
般
社
団
法

人「
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
」

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、私
た
ち
の
活
動

の
追
い
風
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。　
　

―
―「
遺
族
慰
霊
渡
島
」の
拡
大
に
つ
い

て
は
、ど
う
で
し
ょ
う
か
。

寺
本　

こ
の
一
環
と
し
て
の「
日
米
硫

黄
島
戦
没
者
慰
霊
追
悼
顕
彰
式
」を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
の
十
二
月
に

安
倍
晋
三
首
相
は
オ
バ
マ
前
米
大
統
領

と
共
に
日
米
開
戦
の
発
端
地
と
な
っ
た

真
珠
湾
を
訪
問
し
て
真
珠
湾
攻
撃
の
犠

牲
者
を
慰
霊
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

歴
史
に
残
る
激
し
い
戦
争
を
戦
っ
た
敵

同
士
の
日
本
と
米
国
が
宥
和
し
、「
寛
容

の
心
が
も
た
ら
し
た
和
解
の
力
」を
世

界
に
発
信
し
ま
し
た
。

未
だ
一
万
一
千
四
百
九
十
柱
の
英
霊
が
眠
る

硫い
お
う黄
島と

う

構成・文／谷	輔次

か
つ
て
の
敵
味
方
が
再
会
す
る

―
―
硫
黄
島
で
も
日
・
米
の
追
悼
な
ど

は
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

寺
本　

ハ
イ
、
硫
黄
島
で
は
既
に

三
十
三
年
前
の
一
九
八
五
年
に
日
米
両

国
の
関
係
者
が
、硫
黄
島
で「
名
誉
の
再

会
」を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。一
九
九
五

年
に
日
米
両
国
の
硫
黄
島
協
会
は
、
恒

久
平
和
と
不
戦
を
誓
い
合
う「
日
米
硫

黄
島
戦
没
者
慰
霊
追
悼
顕
彰
式
」を
硫

黄
島
で
毎
年
開
催
す
る
こ
と
を
合
意
し

ま
し
た
。
今
年
は
三
月
二
十
四
日
に
挙

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
か
つ
て
の
戦
地

は
今
や
友
好
の
地
に
な
り
、
昨
日
の
敵

は
今
日
の
友
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
今
後
は
、
ど
う
活
動
を
続
け
て
い

か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

寺
本　

硫
黄
島
遺
族
の
高
齢
化
が
進

み
、
後
世
に
激
戦
の
歴
史
を
伝
え
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
引
き
続
き
伝
え

て
い
き
ま
す
。

大
東
亜
戦
争
の
最
激
戦
地
と
知
ら
れ
る
硫
黄
島
は
、東
京
都
小
笠
原
村
に
属
し
東
京
23
区
か
ら
南
方
に
１
２
０
０
km
離
れ

た
場
所
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。日
本
領
土
内
で
初
め
て
地
上
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
硫
黄
島
に
は
、戦
後
73
年
経
つ
今

も
戦
死
し
た
日
本
人
の
ご
遺
骨
の
大
半
が
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
ご
遺
骨
帰
還
に

尽
力
す
る
硫
黄
島
協
会
会
長
の
寺
本
鐡
朗
氏
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

取材でお話をうかがった、寺本鐵朗硫黄島協会会長。

まだ半分以上が帰国していない

戦後五十年の一九九五年に合意して以降、日米
両国の硫黄島協会は、恒久平和と不戦を誓い合
う「日米硫黄島戦没者慰霊追悼顕彰式」を、毎年
硫黄島で開催している。

※概数出典：厚生労働省（平成30年6月末現在）。
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普段の生活に彩を。
発見！ハーブ生活

自然を生活に取り入れて、気持ちのよい生活術を提案。
今回は１種類のハーブ活用術を紹介します。

　

 

あ
る
日
の
休
日
。2
人
の
友
人
同
士
と
思
わ
れ
る
女
子
が

カ
フ
ェ
で
お
茶
を
し
て
い
ま
し
た
。と
て
も
楽
し
そ
う
♪

　

ち
ょ
っ
と
会
話
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

A 

最
近
、
ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
る
っ
て
聞
い
た

よ
！
「
ハ
ー
ブ
」
っ
て
高
そ
う
だ
し
、ハ
ー
ド
ル
高
そ
う

な
イ
メ
ー
ジ
な
ん
だ
け
れ
ど
、
ど
ん
な
事
を
学
ん
で
る

の
？

B 

難
し
い
こ
と
は
何
も
な
い
の
よ
。
意
外
に
身
近
な
ハ
ー

ブ
の
世
界
。

ハ
ー
ブ
を
い
つ
も
の
生
活
に
活
用
し
て
み
よ
う
と
思
っ

て
。
香
り
や
効
能
を
知
っ
た
ら
手
放
せ
な
く
な
る
よ
！

A
え
っ
！ 

身
近
な
の
？

B 

そ
う
そ
う
。ハ
ー
ブ
の
歴
史
か
ら
話
す
と
ね
。

紀
元
前
か
ら
生
活
の
な
か
で
活
用
さ
れ
て
き
た
植
物
を

ハ
ー
ブ
と
呼
ぶ
の
。
ハ
ー
ブ
と
い
う
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

使
わ
れ
て
き
た
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
ん
だ
け

れ
ど
、
日
本
で
も
古
く
か
ら
身
近
な
植
物
が
生
活
の
中

で
活
用
さ
れ
て
き
て
る
ん
だ
よ
。例
え
ば
、お
香
の
素
材

だ
と
、
沈
香
、
白
檀
な
ど
。
お
茶
の
素
材
だ
と
、
緑
茶
、

は
と
麦
、ヨ
モ
ギ
、熊
笹
、な
ど
。

A 

え
っ
！ 

意
外
。
緑
茶
や
は
と
麦
も
ハ
ー
ブ
な
の
？

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
の
原
材
料
が
ハ
ー
ブ
な
ん
て

思
っ
て
い
な
か
っ
た
！ 

ハ
ー
ブ
っ
て
気
づ
か
な
い
だ
け

で
身
近
に
あ
る
ん
だ
ね
。

B 

そ
う
な
の
。季
節
に
応
じ
て
使
っ
て
み
よ
う
と
思
う
ハ
ー

ブ
も
あ
っ
て
ね
。今
年
は
生
活
に「
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト（
ハ
ッ

カ
油
）」を
活
用
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
る
ん
だ
よ
。

A
ど
ん
な
事
を
す
る
の
？

～ハッカ油の活用例～
・湯船にハッカ油を3～ 4滴垂らして入浴。
(消炎作用)
薬局で手軽に手に入れる事のできるハッカ油は疲れたカ
ラダを癒し、ほぐしてくれるため、夏バテなどの疲労回
復に効果的です。
リフレッシュ効果のある香りで心身ともにリラックスし
た状態に導いてくれるため、ストレス解消効果、安眠効
果があります。

ペパーミント(薄荷)
和名：西洋はっか
分類：多年草
お茶に使用する部分：葉
原産地：ヨーロッパ
学名：Mentha	Piperita
科名：しそ科はっか属
※作用：駆風作用、抗アレル
ギー、抗菌作用、鎮けい作用、
発汗作用、清涼感、防虫効果、
消臭効果

私の名刺 活用例

活用例

～残ったミントティの活用例～
・日焼けのあとの肌につけると、ほてりを冷ます効果が
あります。
	(清涼感)
・野外では蚊やブヨの虫除けとしての効果があります。
(防虫効果)
・床ふきに使ったり、靴やカーテンにスプレーをすると
におい消しになります。
(殺菌消臭効果)

構成・文／souko
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〝
お
隣
さ
ん
〟と

 

も
っ
と
仲
良
く

地
元
の
国
際
協
会
を
の
ぞ
い
て
見
た

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

外
国
人
が
も
っ
と
増
え
る
？

そ
の
存
在
は
も
は
や
欠
か
せ
な
い
…

先
日
、
在
住
の
市
の
広
報
誌
の
中
の「
リ
サ
イ
ク
ル

欄
」
に「
自
転
車
譲
り
ま
す
」、
と
掲
載
し
た
ら
是
非

譲
っ
て
と
連
絡
あ
り
。
な
ん
と
日
本
人
で
は
な
く
パ
キ

ス
タ
ン
の
女
性
の
方
。
改
め
て
近
く
に
住
む
外
国
人
っ

て
？
と
興
味
を
持
ち
、
同
じ
広
報
誌
に
あ
っ
た「
国
分

寺
市
国
際
協
会
」の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
名
も「
世
界
の
お
弁
当
の
違
い
を
楽
し
も
う
」

イ
タ
リ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
中
国
・
ネ
パ
ー
ル
・
タ

イ
・
ペ
ル
ー
出
身
者
が
お
弁
当
を
披
露
。
日
本
の
お
弁

当
と
の
違
い
を
、
外
国
の
方
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
味
わ

い
な
が
ら
初
の
国
際
交
流
を
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、
主
催
し
た
国
分
寺
市

国
際
協
会
に
つ
い
て
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
ま
し
た
。

「
会
員
一
人
ひ
と
り
の
創
意
と
工
夫
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
外
国
の
方
々
と
交
流
を
深

め
、
相
互
活
動
と
国
際
親
善
に
努
め
る
」こ
と
を
目
的

と
し
て
、
1
9
9
1
年
か
ら
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

事
務
局
長
の
押
味
さ
ん
に「
国
分
寺
市
に
は
、
現
在
、

何
人
の
外
国
人
が
住
ん
で
い
て
、
ど
ん
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
で
す
か
？
」
と
質
問
す
る
と
、「
2
0
1
8

年
6
月
現
在
で
2
2
7
7
人（
男
1
1
0
0
人
、
女

1
1
7
7
人
）市
の
全
体
で
行
く
と
約
１
，
７
％
が
外

国
の
方
々
で
す
。
国
分
寺
市
国
際
協
会
の
会
員
は
、
現

在
3
5
4
名
。
主
な
活
動
内
容
は
、
外
国
の
方
々
向
け

に
、
日
本
語
教
室
開
催
、
親
子
日
本
語
サ
ロ
ン
、
児
童
・

生
徒
へ
の
学
習
支
援
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
体
験
会
、

外
国
人
の
お
か
あ
さ
ん
交
流
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
。
さ
っ
そ
く
国
分
寺
市
内
で
週
１
回
、
２
か

所
で
開
催
さ
れ
て
い
る「
日
本
語
教
室
」の
活
動
を
覗

い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

国
分
寺
駅
か
ら
徒
歩
８
分
の
公
民
館
で
開
か
れ
て
い

る
、
午
前
中
の
日
本
語
教
室
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
歴
７
年
、
先
生
役
の
森
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
教
室
を
覗
い
て
み
る
と
、
始
ま
る
前
か
ら
日
本

語
を
学
び
た
い
外
国
の
方
々
が
11
人
も
。
別
会
場
の
中

級
ク
ラ
ス
に
は
８
名
参
加
。
先
生
役
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

見
習
い
含
め
12
人
。
先
日
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
が
開
か
れ
、
５
人
の
方
が
新
し
く
ス
タ
ッ
フ
に

加
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
習
熟
度
に
応
じ
て
５

つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
を
行

い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
森
さ
ん
も
、
学
び
た
い
外
国
の
方
々
が
も
っ
と
増

え
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

夜
の
教
室
も
覗
い
て
み
ま
し
た
。
場
所
は
国
分
寺
市

の
真
ん
中〝
へ
そ
〟に
あ
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
参
加
し
た

の
は
、ち
ょ
う
ど
七
夕
イ
ベ
ン
ト
の
日
。
日
本
語
を
学
び

た
い
外
国
の
方
、
先
生
役
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
、
そ
れ

ぞ
れ
30
人
以
上
、
合
計
60
人
以
上
で
熱
気
ム
ン
ム
ン
！

外
国
人
の
学
習
者
さ
ん
た
ち
は
、「
浴
衣
」と「
下
駄
」を

履
き
、
笹
の
葉
に
願
い
ご
と
を
書
い
た
短
冊
を
結
ぶ
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
１
対
1
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

で
勉
強
ス
タ
ー
ト
。
全
員
分
の
浴
衣
準
備
な
ど
、ス
タ
ッ

フ
の
方
々
は
大
変
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
そ
の
熱
意
を

感
じ
て
、
学
習
者
さ
ん
は
勉
強
を
頑
張
ろ
う
！
と
思
う

は
ず
。
代
表
の
石
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
学
び
た
い
外
国
人

が
急
増
し
て
い
て
、
先
生
役
の
ス
タ
ッ
フ
大
募
集
中
と

の
こ
と
。
海
外
経
験
の
あ
る
方
、
語
学
勉
強
中
の
方
な

ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

前
述
の
押
味
さ
ん
も
、「
国
分
寺
市
国
際
協
会
の
会

員
は
リ
タ
イ
ア
し
た
60
歳
以
上
の
方
が
多
く
、
若
い
年

代
の
方
に
も
、
是
非
、
地
域
で
の
活
動
を
し
て
欲
し
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
様
々
な
活
動
分
野
が
あ
る
の

で
、
や
り
た
い
こ
と
、
得
意
な
分
野
で
活
躍
出
来
そ
う

で
す
。
肩
に
力
を
入
れ
る
こ
と
な
く
自
分
自
身
が
楽
し

く
参
加
で
き
そ
う
な
も
の
か
ら
ト
ラ
イ
！
近
所
で
行
わ

れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
も
あ
り
。
隣
に
住

む
方
、
同
僚
が
外
国
人
の
方
、
増
え
て
い
ま
す
。
も
っ

と
お
隣
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
分
寺
市
国
際
協
会
＝
K
I
A

多
岐
に
わ
た
る
そ
の
活
動

気
が
付
い
て
い
な
い
だ
け
？ 

実
は
、
身
近
な
お
隣
さ
ん
？

全
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…

熱
気
が
ス
ゴ
イ

構
成
・
文 

／
中
川
み
ど
り

提供　国分寺市国際協会

右　お弁当イベントの様子

左　各国のお弁当
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な
る
マ
リ
ア
ナ
諸
島
も
攻
略
し
よ
う

と
し
て
い
た
。

中
島
飛
行
機
と
そ
の
周
り

の
被
害

サ
イ
パ
ン
陥
落
後
、
米
国
の
最
初

の
攻
撃
目
標
は
中
島
の
武
蔵
野
工

場
だ
っ
た
。
以
来
9
回
以
上
目
標
と

な
っ
た
。
初
め
は
一
万
メ
ー
ト
ル
上

空
か
ら
精
密
爆
撃
を
試
み
た
が
民

家
へ
外
れ
た
。
し
か
し
、
2
月
17
日

に
工
場
は
壊
滅
し
た
。
工
場
で
は
初

期
は
退
避
が
許
さ
れ
ず
、
の
ち
退
避

し
た
も
の
の
、
10
代
20
代
の
若
者
が

大
防
空
壕
の
中
で
生
き
た
ま
ま
焼
か

れ
た
り
生
き
埋
め
に
な
っ
た
。
死
者

2
1
9
名
と
も
言
う
が
正
確
な
数
は

分
か
っ
て
い
な
い
。
五
体
満
足
で
な

い
遺
体
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
2
月

か
ら
工
場
疎
開
を
し
て
、
近
隣
や
地

下
壕
等
に
移
り
分
散
し
て
生
産
を
続

け
た
。
す
る
と
街
全
体
が
空
襲
の
目

標
と
な
っ
た
。
3
月
10
日
の
東
京
大

空
襲
は
夜
間
の
無
差
別
爆
撃
だ
っ
た
。

私
の
小
学
校
の
児
童
が
亡
く
な
っ
た

　

自
分
の
小
学
校
で
空
襲
で

亡
く
な
っ
た
児
童
が
い
た
そ

う
だ
。
バ
ス
で
隣
に
座
っ
た
お

ば
あ
さ
ん
か
ら
聞
い
た
。
戦
争

中
の
鉄
道
の
引
き
込
み
線
跡

に
も
興
味
を
持
ち
、
背
景
を
知

り
た
く
な
っ
た
。

小
学
校
の
先
輩
の
話

私
が
卒
業
し
た
練
馬
区
の
小
学

校
で
は
５
人
の
児
童
が
戦
争
で
亡
く

な
っ
た
。
趣
味
の
鉄
道
で
廃
線
跡
を

調
べ
て
い
た
ら
、
ウ
チ
の
近
く
ま
で

中
央
線
か
ら
引
込
み
線
が
伸
び
て
い

た
。
戦
争
中
ウ
チ
の
前
は
中
島
飛
行

機
と
い
う
工
場
で
、
戦
闘
機
の
エ
ン

ジ
ン
を
作
っ
て
い
た
。
こ
こ
へ
の
空

襲
で
住
民
が
巻
き
込
ま
れ
た
。
中
島

で
は
終
戦
ま
で
日
本
の
飛
行
機
の
半

数
以
上
を
作
り
、
武
蔵
野
市
の
人
口

と
同
じ
く
ら
い
の
五
万
人
程
が
働
い

て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
米
国
で
は

開
戦
後
、
長
距
離
型
爆
撃
機
B
2
9

が
完
成
し
つ
つ
あ
り
、
同
時
に
日
本

本
土
へ
の
爆
撃
を
行
う
足
掛
か
り
と

武蔵野の戦争遺構

構成・文／中田有俊

な
り
、戦
場
に
な
っ
て
い
た
。

何
を「
守
る
為
」だ
っ
た
の
か
？

長
崎
原
爆
の
10
日
前
に
は
同
じ

B
2
9
通
称
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
に
よ
り

原
爆
の
模
擬
爆
弾
も
落
と
さ
れ
た
。

町
中
に
小
さ
い
工
場
が
沢
山
あ
る
か

ら
、
攻
撃
目
標
に
し
た
と
い
う
理
屈

だ
。町
中
か
ら
迎
撃
し
て
も
来
る
。た

だ
の
街
で
は
な
く
軍
需
産
業
都
市
な

の
だ
。
調
布
や
立
川
に
飛
行
場
も
あ

る
。
練
馬
で
も
成
増
飛
行
場
、
陸
軍

の
施
設
や
倉
庫
の
他
に
緊
急
時
滑
走

路
に
な
っ
た
川
越
街
道
も
あ
る
。
小

学
校
も
軍
が
宿
営
に
し
た
。
全
て
が

戦
争
遂
行
の
為
に
あ
っ
た
。
軍
事
施

設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
合
間
に
生
活

し
て
い
た
の
だ
。
国
家
総
動
員
は
、

敵
国
に
国
民
が
狙
わ
れ
る
口
実
を
与

え
た
。
国
は
守
っ
て
く
れ
な
い
。
加

え
て
中
島
の
武
蔵
野
工
場
が
出
来

た
頃
、
日
本
は
中
国
の
重
慶
に
無
差

別
爆
撃
を
し
て
い
た
。
戦
意
喪
失
さ

せ
る
為
だ
っ
た
が
、
他
国
へ
の
攻
撃

が
逆
に
自
分
達
が
狙
わ
れ
る
口
実
に

空
襲
も
夜
間
だ
っ
た
。
4
月
1
日
夜

（
米
国
の
記
録
に
は
4
月
2
日
深
夜

2
時
頃
）は
中
高
度
だ
が
事
実
上
の

無
差
別
攻
撃
が
行
わ
れ
た
。
爆
撃
さ

れ
た
地
点
の
地
図
は
あ
の
お
ば
あ
さ

ん
家
の
す
ぐ
目
の
前
に
＊
印
が
つ
い

て
い
る
。
こ
こ
は
調
布
の
花
火
の
音

だ
っ
て
聞
こ
え
る
の
に
、
空
襲
は
ど

れ
だ
け
大
き
な
音
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
地
域
は
そ
れ
ま
で
は
昼
間
の
攻

撃
だ
っ
た
。
範
囲
は
東
京
の
西
部
か

ら
埼
玉
県
の
南
部
ま
で
広
が
っ
た
。

こ
の
日
民
家
で
2
5
0
人
程
死
者
が

あ
っ
た
と
言
う
が
、
被
害
の
全
容
は

不
明
な
点
が
多
い
。
ま
た
中
島
の
周

り
に
は
高
射
砲
が
複
数
あ
っ
た
。
米

軍
は
位
置
を
正
確
に
把
握
し
て
お
り
、

関
前
の
高
射
砲
隊
は
4
月
12
日
に
全

滅
し
て
い
る
。
人
間
が
肉
塊
と
な
る

悲
惨
な
状
況
だ
っ
た
。
松
根
油
ま
で

考
え
た
日
本
に
比
べ
性
能
も
物
量
も

圧
倒
的
に
米
国
が
優
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
大
泉
学
園
駅
近
く
に
は
空
中
戦

で
日
本
の
飛
行
機
が
落
ち
た
と
い
う
。

人
々
が
生
活
す
る
街
が
攻
撃
目
標
と

な
っ
た
。

国
の
為
に
国
民
が
殺
さ
れ
る
な
ら

国
と
は
何
だ
ろ
う
？　

結
局
計
画
性

が
無
い
為
に
特
攻
命
令
を
受
け
た
の

も
若
者
だ
。
戦
争
の
ツ
ケ
を
若
者
の

命
で
贖
う
と
国
の
担
い
手
が
居
な
く

な
る
し
、
子
ど
も
が
居
な
け
れ
ば
国

の
将
来
は
守
れ
な
い
。

跡
地
の
今

中
島
は
敗
戦
後
米
軍
住
宅
に
な

り
、
返
還
後
は
野
球
場
に
な
っ
て
鉄

道
の
引
き
込
み
線
を
再
利
用
し
て
武

蔵
野
競
技
場
前
駅
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
。
そ
の
後
今
の
住
宅
や
公
園
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
に
な
る
。
中
島
は
富

士
重
工
を
経
て
G
H
Q
に
解
体
さ

れ
た
後
、
朝
鮮
戦
争
で
再
合
同
し
ス

バ
ル
に
な
っ
た
。
宇
宙
部
門
も
あ
る
。

ス
バ
ル
の
六
連
星
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会

社
が
再
合
併
し
た
経
緯
を
表
す
。
朝

鮮
特
需
は
日
本
が
米
国
に
依
存
す
る

形
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
し
、
米
国
の

後
方
支
援
だ
っ
た
と
思
う
。
民
間
人

へ
の
戦
後
補
償
と
謝
罪
は
重
慶
爆
撃

も
東
京
大
空
襲
も
被
害
者
が
求
め
て

い
る
が
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

空
爆
は
ボ
タ
ン
一
つ
だ
が
地
上
は
大

量
殺
戮
の
地
獄
だ
。
世
界
で
は
米
露

の
代
理
戦
争
で
民
間
人
へ
の
空
爆
が

行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
は
戦
争
に
関

わ
っ
て
い
な
い
と
言
い
切
れ
る
だ
ろ

う
か
。
こ
の
秋
、
米
軍
基
地
に
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
と
共
に
ス
バ
ル
が
整
備

を
し
て
い
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

た
。
平
和
に
見
え
る
こ
の
街
も
ど
こ

か
で
戦
争
と
繋
が
っ
て
い
る
。
今
は

本
当
に
こ
の
街
に
戦
争
は
無
い
の
だ

ろ
う
か
。
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車椅子での避難

防
災
会
に
潜
入
︑
そ
し
て

中
島
は
、
初
め
て
の
団
地
の
消
防
訓
練
の
時
間

を
間
違
え
て
、
集
会
所
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
時
間
に
は「
防
災
会
」と
い
う
も
の
が
行
わ
れ

て
い
て
、
初
め
て
会
議
に
遭
遇
し
た
。
6
、
7
人

位
の
中
高
年
が
、
集
会
所
の
座
敷
で
何
や
ら
真
剣

に
話
し
合
っ
て
い
た
。
自
力
で
の
移
動
が
難
し

い
人
か
ら
避
難
し
て
貰
う
要
援
護
者
訓
練
の
事

ら
し
い
。
車
椅
子
ご
と
4
人
掛
か
り
で
運
ぶ
と

か
、
ダ
ミ
ー
で
試
す
と
か
、
怪
我
を
し
た
時
の
事

な
ど
も
話
に
出
て
い
た
。
訓
練
中
の
事
故
が
申
告

の
間
違
い
で
保
険
の
補
償
か
ら
外
れ
る
な
ど
、
苦

い
経
験
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
か
ら
要
援
護
者

名
簿
を
会
長
が
預
か
る
よ
う
だ
。
ふ
む
ふ
む
、
為

に
な
っ
た
。
中
島
は
お
礼
を
言
っ
て
戻
ろ
う
と

し
た
。
と
、
い
か
に
も
好
々
爺
な
会
長
さ
ん
か
ら

「
メ
ン
バ
ー
に
な
ら
な
い
？
」。
な
ん
と
、
中
島
は

会
員
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

さ
あ
訓
練
？

で
も
支
援
の
タ
イ
プ
や
個
人
毎
の
注
意
も
あ

る
だ
ろ
う
。
災
害
の
状
況
も
。
そ
れ
に
要
援
護
者

の
人
全
て
を
ど
う
避
難
さ
せ
る
？　

前
の
訓
練

は
ど
う
だ
っ
た
？　

色
々
考
え
て
い
る
う
ち
に

総
会
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
耳
に
し
た
の
は
ま
さ
か

の
中
止
だ
っ
た
。
要
援
護
者
の
参
加
希
望
が
な

か
っ
た
ら
し
い
。
車
椅
子
を
担
ぐ
絵
を
勝
手
に
思

い
描
い
て
い
た
中
島
の
想
像
は
パ
チ
ッ
と
音
を

立
て
て
壊
れ
た
。
計
画
を
立
て
て
も
、「
さ
あ
訓

練
！
」と
は
い
か
な
い
の
だ
。
で
も
良
く
考
え
て

み
れ
ば
メ
ン
バ
ー
は
中
高
年
だ
し
、
中
島
は
女
性

だ
し
、
周
知
も
徹
底
し
て
い
な
い
。
要
援
護
者
の

人
も
援
護
者
の
人
も
、
避
難
方
法
を
話
し
合
っ
た

事
も
な
く
無
理
も
な
い
。
防
災
会
が
真
剣
に
な
っ

て
も
素
人
の
集
ま
り
で
あ
る
。
手
伝
わ
れ
る
立
場

か
ら
は
怖
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
、
移
動
方
法
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
も

の
は
あ
る
の
か
ど
う
か
検
索
し
た
。
ま
ず
、
東
京

都
や
消
防
庁
等
の
サ
イ
ト
で
は
要
援
護
者
情
報

の
登
録
方
法
が
出
て
き
た
。
団
地
で
も
災
害
の
発

生
時
に
は
ま
ず
安
否
確
認
が
必
要
だ
。
予
め
登
録

し
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
人
が
い
る
か
、
本
部
で
誰
が
ど
こ
に
避
難
し
た

か
を
把
握
す
る
。
そ
れ
は
確
か
に
大
事
。

で
︑
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
？

移
動
方
法
は
？　

と
探
し
て
読
み
飛
ば
し
て

い
く
と
、「
そ
の
要
援
護
者
に
適
し
た
方
法
で
避

難
し
て
下
さ
い
」と
い
う
一
文
に
当
た
っ
た
。
こ

れ
が
推
奨
す
る
方
法
ら
し
い
。
確
か
に
個
人
毎
に

違
う
か
ら
そ
の
人
か
、
介
護
者
に
聞
く
の
が
ベ
ス

ト
だ
。
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
け
ど
、
あ
ま
り
参
考

に
な
ら
な
く
て
拍
子
抜
け
し
た
の
で
、
他
を
検
索

し
た
。

車
椅
子
の
4
人
で
四
方
を
持
っ
た
り
2
人
で

前
後
に
持
っ
た
り
す
る
方
法
、
1
人
で
一
段
一
段

進
む
方
法
が
あ
る
。
1
人
で
は
階
段
を
正
面
か
ら

降
り
る
方
法
と
背
中
か
ら
降
り
る
方
法
が
あ
る
。

段
に
挟
む
台
も
あ
る
ら
し
い
。
車
椅
子
に
機
能
が

付
い
て
い
て
、
当
事
者
が
自
ら
階
段
を
降
り
て
避

難
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
但
し
導
入
に
は
か
な
り

費
用
が
か
か
り
そ
う
だ
。
年
間
予
算
3
万
円
の
我

が
都
営
団
地
防
災
会
に
は
難
し
い
。
防
災
会
予
算

は
毎
年
使
い
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
決
ま
り
が
あ

る
。
積
立
が
で
き
な
い
。

定
例
会
で
は
他
に
も
ソ
リ
の
よ
う
な
担
架
に

ベ
ル
ト
で
固
定
し
て
運
ぶ
方
法
も
聞
い
た
。
別
に

住
人
の
女
性
に
も
聞
い
て
み
た
。
階
段
に
置
く
ス

ロ
ー
プ
も
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
。
彼
女
は
中
島

が
友
達
に
な
っ
た
人
で
ご
家
族
の
為
に
自
分
で

良
く
調
べ
た
り
、
工
夫
し
た
り
し
て
い
る
。
昼
間

は
女
性
と
お
年
寄
が
多
く
、
ス
ロ
ー
プ
が
あ
れ
ば

比
較
的
腕
力
が
少
な
く
済
み
そ
う
だ
。
し
か
し
購

入
と
な
る
と
軽
く
10
万
円
を
越
え
20
万
～
30
万

円
位
し
そ
う
だ
。
正
確
に
見
積
も
る
の
が
怖
い
。

住
宅
供
給
公
社
は
2
階
以
上
に
身
体
障
害
者
を

入
居
さ
せ
る
際
は
避
難
方
法
ま
で
考
え
て
欲
し

い
。近

所
付
き
合
い
が
大
切

移
動
方
法
か
ら
考
え
て
き
た
が
、
そ
の
前
に
近

所
付
き
合
い
が
大
事
だ
と
思
っ
た
。
要
援
護
者
や

ご
家
族
が
団
地
の
祭
り
な
ど
で
顔
を
見
せ
ら
れ

る
よ
う
に
参
加
し
易
く
し
て
お
け
ば
、
手
伝
う
側

も
も
っ
と
教
え
て
貰
え
る
し
、
準
備
も
で
き
る
為

だ
。
防
災
会
で
も
日
頃
の
活
動
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
作
る
つ
も
り
で
、
要
援
護
者
の
避
難
を
考
え
て

い
き
た
い
。
他
の
防
災
会
と
連
携
し
て
経
験
を
積

も
う
と
思
う
。
ま
た
車
椅
子
の
ち
ょ
っ
と
し
た
扱

い
に
も
知
ら
な
い
事
が
あ
る
の
で
、
避
難
訓
練
を

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
に
す
る
方
法
も
こ
れ
か
ら
は
考

え
て
い
き
た
い
。

どうするの？
「我が団地では自力での移動に困難を持つ方の
避難訓練はどうしたら良い？」「階段などの移
動はどのような方法がある？」といったことを
考えて、検索したり住民に聞いたりしてみた。

構成・文／中島東子

西東京地域の都営住宅に引っ越した
ばかり。高齢化する団地の中では若
い方の年代。団地の防災会合に迷い
込んだのがきっかけで役員に。住民
が参加しやすい訓練を考えている。
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本と一息

～ひといき～

仕
事
を
す
る
上
で
は
、「
図
書
館
の
中
と
い

う
場
所
柄
、
様
々
な
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
ど
ん
な
お
客
様
に
対
し
て
も
気

持
ち
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
」と
い
う
、
キ
ィ
ニ
ョ
ン
都

立
多
摩
図
書
館
店
・
店
長　

伊
藤
真
弓
さ
ん
。

こ
の
お
店
は
オ
ー
プ
ン
し
て
一
年
半
。
国

分
寺
本
店
で
も
働
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
そ

の
時
の
お
客
様
が
来
て
く
れ
た
り
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
も
あ
っ
た
の
ね
、
と
声
を
か
け
た

り
し
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
」と

語
り
ま
す
。
お
休
み
に
は
、
遠
く
の
カ
フ
ェ

や
、
展
覧
会
に
行
っ
た
り
し
て
過
ご
し
ま
す
。

今
後
は「
図
書
館
や
公
園
の
帰
り
に
、
ふ

ら
っ
と
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
頂
け
る
よ
う
な

お
店
に
し
て
い
き
た
い
」と
の
こ
と
で
す
。

ホ ッ と し た い と き に は 、

本 を 読 ん で ひ と い き つ き ま し ょ う 。

地元のつながりを大事にしているお店

『それからはスープのことばかり
考えて暮らした』
著/吉田篤弘（中公文庫）

失業した主人公。おいしいと聞
いて買ったサンドイッチは、人
生が変わってしまうほどの味で
した。サンドイッチ店の人や周
りの人たちとの心が温まるおだ
やかな交流が描かれています。

『うさぎパン』　
著/瀧羽麻子（KADOKAWA）

好きなものは「パンです」と言っ
てから、同級生の男の子とパン
同好会のようなパン屋めぐりを
します。高校生の淡い恋が初々
しく、お話に出てくる「うさぎ
パン」がおいしそうです。

思わず

パンが

食べたくなる

本

構成・文／奈良貴布

上：キイニョン都立多摩図書館店の売り場。下：左が店長の伊藤さん、右は店員の長柄さん。

『おおきな きが ほしい』
ぶん/さとうさとる　
え/むらかみつとむ　
偕成社

　伊藤さんのおすすめの本は
『おおきな	きが	ほしい』です。
男の子が、「あったらいいな」と
おおきな木を想像します。
　はしごがあって、ぼくのこや
があって……。「木の、ひみつき
ちみたいなこやでつくるホット
ケーキが、おいしそう」と、子供
のころに読んだのを思い出し、
大人になってから買いました。
あらためて読んでもワクワクし
ました。

わたしのおすすめ
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最
高
の
音
楽
体
験
を
求
め
て

揺
ら
れ
て
い
る
人
…
…
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自

由
に
音
楽
に
向
き
合
っ
て
い
る
。

ア
ン
フ
ィ
シ
ア
タ
ー
（
円
形
劇
場
）の

名
前
の
由
来
と
な
っ
た
渓
谷
を
利
用
し
た

客
席
に
よ
っ
て
、
地
形
が
音
を
逃
さ
ず
、

移
り
変
わ
る
景
色
と
音
楽
を
ダ
イ
レ
ク
ト

に
体
験
で
き
る
空
間
に
な
っ
て
い
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
川
と
渓
谷
の
景
色
の
な
か

に
沈
ん
で
い
く
太
陽
と
、
時
間
と
共
に
色

を
変
え
て
い
く
空
。
そ
れ
に
音
楽
が
重
な

り
、
そ
れ
は
言
葉
を
失
う
ほ
ど
の
シ
ン
ク

ロ
だ
っ
た
。

ゴ
ー
ジ
で
は
、
ラ
イ
ブ
と
い
う
人
が
作

り
だ
す
も
の
と
手
付
か
ず
の
自
然
が
共
存

し
て
い
た
。

老
若
男
女
様
々
な
人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
楽
し
み
方
が
あ
り
、
み
ん
な
そ
れ
ら

を
許
容
し
合
っ
て
い
る
。そ
し
て
、そ
こ
に

い
る
人
た
ち
の
意
識
は
音
楽
に
集
中
し
、

そ
の
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
っ
て
い
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
4
時
間
半
…
…
。
音

は
静
ま
り
人
々
の
ざ
わ
つ
き
で
気
が
つ
い

た
。開

放
感
と
達
成
感
を
同
時
に
感
じ
な
が

ら
、
最
高
の
音
楽
体
験
と
言
わ
れ
る
所
以

が
な
ん
と
な
く
分
か
っ
た
気
が
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
イ
ン

ラ
イ
ブ
は
３
日
間
。
今
回
は
前
後
含
め

て
５
日
間
の
キ
ャ
ン
プ
ラ
イ
フ
に
な
る
。

会
場
に
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
無
い
為
、
途
中

の
小
さ
な
町
で
大
量
の
水
や
食
料
を
買
い

込
ん
で
キ
ャ
ン
プ
を
張
る
の
が
、こ
こ
ゴ
ー

ジ
で
の
定
番
ス
タ
イ
ル
の
よ
う
だ
。
気
温

は
日
中
35
℃
前
後
ま
で
上
が
る
が
、
空
気

が
乾
燥
し
て
い
る
せ
い
も
あ
っ
て
日
陰
に

入
る
と
風
が
心
地
よ
い
。

ラ
イ
ブ
は
毎
日
19
時
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ

ま
で
は
の
ん
び
り
自
由
な
時
間
を
過
ご
す
。

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
か
ら
ゲ
ー
ト
ま
で
は

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
雑
貨
屋
な
ど
個
性
的
な

お
店
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
て
、毎
日
ち
ょ
っ

と
し
た
お
祭
り
気
分
だ
。

自
然
と
音
楽
が
調
和
す
る
時
間

18
時
に
な
る
と
会
場
に
入
っ
て
そ
の
日

の
自
分
の
居
場
所
を
探
す
。

ビ
ー
ル
片
手
に
芝
生
に
寝
転
び
な
が
ら

後
方
で
音
楽
を
楽
し
む
人
や
、
ス
テ
ー
ジ

近
く
の
フ
ロ
ア
へ
行
っ
て
バ
ン
ド
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
て
い
る

人
、
音
楽
に
身
を
任
せ
て
音
の
波
に
乗
り

今
一
番
や
り
た
い
こ
と
は

何
か
？

自
分
に
問
い
か
け
、
迷
わ
ず
出
た
答
え

は「
最
高
の
音
楽
体
験
」を
す
る
こ
と
！

「
音
楽
体
験
」と
は
、
要
す
る
に
ラ
イ
ブ

で
あ
っ
て
、
そ
の
場
で
そ
の
音
を
経
験
す

る
こ
と
。
だ
か
ら
録
音
さ
れ
た
も
の
を
聞

い
て
も
分
か
ら
な
い
。
で
は「
最
高
」と
は

一
体
ど
ん
な「
音
楽
体
験
」な
の
か
？

そ
ん
な
時
、
言
葉
を
失
う
ほ
ど
の
大
自

然
の
中
で
行
わ
れ
る
と
い
う
ラ
イ
ブ
の
話

を
聞
い
た
。

世
界
一
の
野
外
音
楽
劇
場
へ

緑
と
都
市
が
密
接
し
た
シ
ア
ト
ル
か

ら
東
へ
2
0
0
キ
ロ
。
南
北
に
走
る
カ
ス

ケ
ー
ド
山
脈
を
越
え
る
と
、
針
葉
樹
が
主

役
だ
っ
た
景
色
か
ら
一
転
し
て
、
赤
茶
け

た
土
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
乾
燥
地
帯

に
変
わ
る
。
そ
ん
な
風
景
の
な
か
に
、「
世

界
一
の
野
外
劇
場
」
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る

ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
ゴ
ー
ジ（
G
O
R
G
E 

A
M
P
H
I
T
H
E
A
T
R
E
）が
あ
る
！

も
っ
と
ど
ん
欲
に
、
音
楽
を
！
　
人
生
を
！
　

楽
し
ん
で
も
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
！

構成・文／ marco
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「
人
と
の
つ
な
が
り
」が
健
康
寿
命
を
延
ば
す

い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
、「
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
」
が
と
て
も
大
切
な
事
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

皆
は
、
ど
ん
な
風
に
、「
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
持
ち
、
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ご自身のつながり度合いが
わかるチェックシート 健

康
寿
命
を
延
ば
す
の
に
最
も
効
果
的
な
の

は
、
禁
煙
、
運
動
、
肥
満
解
消
よ
り
も「
人
と
の

つ
な
が
り
を
作
る
事
」だ
そ
う
で
す
。

「
人
と
の
つ
な
が
り
が
少
な
い
」
と
早
死
に

リ
ス
ク
が
50
％
高
く
な
る
と
い
う
米
国
の
調
査

か
ら
も
、
孤
独
が
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
孤
独
担
当
大
臣
が
誕
生

し
、
国
を
あ
げ
て
対
策
を
し
て
い
る
と
い
う
英

国
の
例
も
あ
り
ま
す（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組　

ガ
ッ
テ

ン
よ
り
）。

定
年
後
の
生
活
や
子
ど
も
の
独
立
な
ど
、
人

と
の
関
わ
り
方
は
変
化
し
て
い
き
ま
す
。「
趣

味
」や「
学
び
」な
ど
何
か
自
分
の
好
き
な
事
を

見
つ
け
て
、
自
分
の
居
場
所
を
作
り
、「
き
ょ
う

よ
う
」＝
今
日
の
用
事
、「
き
ょ
う
い
く
」＝
今

日
行
く
と
こ
ろ
、
が
あ
る
生
活
の
中
で
、
人
と

つ
な
が
り
、
一
緒
に
喜
ん
だ
り
悲
し
ん
だ
り
励

ま
し
合
っ
た
り
し
て
、
脳
と
体
を
活
性
化
し
た

ほ
う
が
い
い
よ
う
で
す
。「
健
康
で
長
生
き
」人

生
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

厚
生
労
働
省　
「
平
成
28
年
簡
易
生
命
表
」

の
公
表
デ
ー
タ
に
よ
る
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
、男
性
で
80
・
9 

8
歳
、女
性
で
87
・
1 

4
歳
。

そ
し
て
、
平
均
寿
命
と「
健
康
寿
命
」の
差
は
、

男
性
で
約
９
年
女
性
で
約
12
年
に
な
り
ま
す
。

つながりを作る際に気を付けたいこと 上手につながりを作るには？

私たち、こうやってつながっています

どんなつながりがあるか、
考えてみましょう

・程よい距離感を保つ　
 経済状況や家族関係など詮索しない
・相手を思いやる　　　
 価値観や好き嫌いの押し付け、
 見下しなどしない
・自分を見失わない　　
 常に我慢して相手に合わせると
 良い関係は続かない

• 笑顔で挨拶
　 話しかけやすい雰囲気に安心　
• おすそわけや手作りは喜ばれる
• 年賀状は続けていた
　  忙しい時期は疎遠でも
  　「今度会いましょう」で
       交流再開は多い
• 友達作りのチャンスがある場に
 積極的に参加

ご近所家庭

高校時代の友

同窓会

職場仲間

趣味や習い事

娘や孫、近所の方とランチやお茶。家庭菜園の野菜や果物などを、差上げたり、
頂いたり。以前の職場仲間との旅行も。（土橋千恵子さん／主婦・60代）

土橋さんの飼い猫
アルビー君

高校時代の友人と毎月１度、食事。愚痴や悩み事、介護につ
いてなど、気兼ねなく話せる。（下田美鈴さん（仮名）事務・
60代）

以前の職場仲間などと健康（歩数増加）を考え、美術館や庭
園に月1～2度訪れ、老舗店などでお食事。ほかにも、スポー
ツジム週2回英会話に週1回参加。（高橋浩子さん（仮名）／
事務主婦・60代）

子育てなどで会うのが難しい時期はあったが、高校の時から
特に親しい友人と同窓会などで再会。ご主人と映画鑑賞や旅
行なども楽しんでいる。（真矢君江さん（仮名）／主婦・60代）

子供も就職したため、子育てはひと段落。誕生祝いのやりと
りは続いていたが、会えないでいた高校時代の友人に、今後
は会える。（池内麻里子さん（仮名）／事務主婦・50代）

http://www9.nhk.or.jp/gatten/pdf/program/P20180606.pdf 
（ＮＨＫのＨＰガッテン）より印刷できます。皆で記入し確認しましょう。

構成・文／細田恭子

私のご主人様は、
カマキリが苦手
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練馬駅から高架沿いを歩くこと、10分。大門通り

商店街の中に辰巳湯はある。昭和3年（1928年）に

創業し、現在も創業当初と変わらぬ場所で営業を

続けている。東京から銭湯が消えゆく中、辰巳湯は

なぜ今もそこにあり続けるのか。現在の経営者で

ある小池章人さんにお話を伺った。

昭
和
3
年（
1
9
2
8
年
）、
小

池
さ
ん
の
御
祖
父
母
が
辰
巳
湯
を
創

業
し
た
。「
辰
巳
湯
」の
名
前
は
御
祖

父
母
が
生
ま
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
干
支

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
当
時
は
宮
造

り
風
の
木
造
建
築
だ
っ
た
と
い
う
。

だ
が
、
建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
平
成

4
年（
1
9
9
2
年
）に
取
り
壊
し
、

翌
年
平
成
5
年（
1
9
9
3
年
）に
、

現
在
の
ビ
ル
の
1
階
に
銭
湯
が
入
っ

て
い
る「
ビ
ル
型
銭
湯
」
に
建
て
替

え
を
行
っ
た
。
経
営
者
も
、
御
祖
父

母
か
ら
小
池
さ
ん
・
奥
様
・
ご
両
親

に
世
代
交
代
を
さ
れ
た
。

眠
ら
な
い
辰
巳
湯

辰
巳
湯
は
24
時
30
分
に
閉
店
す

る
。
店
を
閉
め
た
ら
、
小
池
さ
ん
は

す
ぐ
に
家
へ
帰
れ
る
訳
で
は
無
い
。

男
湯
は
1
時
間
、
女
湯
も
1
時
間
か

け
て
弟
さ
ん
と
丁
寧
に
浴
室
を
磨

く
。
終
了
後
、
更
に
併
設
の
ラ
ン
ド

リ
ー
を
1
時
間
か
け
て
掃
除
し
、
そ

の
他
の
事
も
全
て
終
え
た
ら
、
よ
う

や
く
家
に
帰
る
事
が
出
来
る
。
家
に

着
く
の
は
、
い
つ
も
朝
の
4
時
30
分

頃
に
な
る
そ
う
だ
。

翌
日
の
開
店
準
備
を
始
め
る
11
時

45
分
ま
で
、
自
由
な
時
間
は
お
よ
そ

7
時
間
し
か
な
い
。「
自
由
な
時
間

は
あ
ま
り
無
い
で
す
ね
。
そ
れ
で

も
、
夜
は
飲
み
の
シ
メ
に
サ
ウ
ナ
に

来
ら
れ
る
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、
今
の
所
、
閉
店
時
間
を
早
め

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
」と
小
池
さ
ん

は
言
う
。

「
一
人
が
怖
い
か
ら
」

商
店
街
に
所
在
す
る
辰
巳
湯
の
客

層
は
、
近
隣
住
民
が
多
い
と
い
う
。

昨
今
、
浴
室
が
あ
る
住
宅
が
主
流

に
も
関
わ
ら
ず
、
人
々
が
辰
巳
湯
に

来
る
理
由
を
小
池
さ
ん
に
尋
ね
た

所
、
答
え
と
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伺

う
事
が
出
来
た
。
冬
場
に
な
る
と
、

辰
巳
湯
で
は
月
2
回
程
、
救
急
車
を

呼
ぶ
と
い
う
。
寒
い
時
期
に
少
し
で

も
温
ま
ろ
う
と
長
い
間
入
浴
す
る
事

で
、
の
ぼ
せ
て
倒
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

た
だ
、
異
変
を
察
し
た
周
囲
の
人
が

い
つ
も
フ
ロ
ン
ト
に
声
を
か
け
て
く

れ
、
迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
る
と
い

う
。「
一
人
が
怖
い
か
ら
こ
こ
に
来
る

の
よ
―
。」こ
れ
は
、
小
池
さ
ん
が
実

際
に
お
客
様
か
ら
頂
い
た
言
葉
だ
。

こ
れ
か
ら
の
辰
巳
湯

辰
巳
湯
は
ビ
ル
型
に
な
っ
て
か
ら

25
年
が
経
つ
が
、
経
年
を
感
じ
さ
せ

な
い
。
丹
念
な
清
掃
は
勿
論
だ
が
、

サ
ウ
ナ
の
木
の
張
り
替
え
・
床
の
研

磨
・
男
湯
・
女
湯
の
一
部
改
修
な
ど
、

部
分
的
な
一
新
を
数
年
の
ス
パ
ン
で

行
い
、
清
潔
か
つ
快
適
な
環
境
が
保

た
れ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、
見
え
な

い
部
分
で
は
ボ
イ
ラ
ー
が
燃
費
の
良

い
タ
イ
プ
に
替
え
ら
れ
た
。
ガ
ス
代

が
、
銭
湯
で
か
か
る
出
費
の
中
で
大

き
な
割
合
を
占
め
る
か
ら
だ
。
清
掃

に
加
え
、
出
費
を
抑
え
つ
つ
一
新
を

図
り
続
け
る
努
力
が
、
今
の
辰
巳
湯

を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
今
後

は
、
壁
紙
を
張
り
替
え
る
予
定
で

す
。
少
し
ず
つ
キ
レ
イ
に
し
て
い
く

事
で
、
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。」最
後
に
、
小
池
さ
ん
は

そ
う
話
し
て
く
れ
た
。

ふろ発見
構成・文／みかみしおり

小池さんの1日のスケジュール

24:30	 閉店
	 浴室掃除
	 男湯　1時間
	 女湯　1時間
2:30	 ランドリーなど掃除、
	 その他

4:30	 帰宅

	 この間、
	 約7時間しかない

11:45	 開店準備

14:30	 開店

よい
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国分寺発！ Très bien なお菓子 たち
Le sablé サブレ、 le f nancier フィナンシェ、 etc. 等々… 

　
国
分
寺
に「
お
み
や
げ
」の
お
菓
子
を

国
分
寺
に
ち
な
ん
だ
お
菓
子
が
並
ぶA

nn 
Bee

の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
。
贈
答
用
の
箱
に
は
、

「
よ
う
こ
そ
東
京
武
蔵
国
分
寺
へ
」と
い
う
案
内

書
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
国
分
寺
に
ち

な
ん
だ
お
菓
子
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

理
事
長
の
木
下
る
み
子
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し

た
。「
歴
史
の
あ
る
国
分
寺
市
を
訪
れ
る
人
は
多

い
の
に
、
か
つ
て
地
域
に
ち
な
ん
だ
お
菓
子
が

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
国
分
寺
に
お
菓
子
が
な

い
の
は
寂
し
い
、
も
っ
と
国
分
寺
を
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
、
と
い
う
こ
と
で
始
め
ま
し
た
。」

　
地
元
の
素
材
を
活
か
し
て

お
菓
子
の
中
に
は
、
材
料
に
国
分
寺
産
の
農

産
物「
こ
く
ベ
ジ
」を
使
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、「
七
重
塔
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」。

抹
茶
味
に
は
国
分
寺
産
の
緑
茶
も
ブ
レ
ン
ド
さ

れ
て
い
て
、ほ
う
じ
茶（
国
分
寺
産
）味
が
店
頭

に
並
ぶ
時
期
も
あ
り
ま
す
。
季
節
に
よ
っ
て
味

に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
り
、新
商
品
が
登

場
し
た
り
、地
元
フ
ァ
ン
も
目
が
離
せ
な
い
い
ろ

い
ろ
な
お
菓
子
が
、
国
分
寺
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
ま
す
。「
も
う
、
何
で
も
国
分
寺
で
す
ね
。

ど
こ
ま
で
も
国
分
寺
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
益
々

国
分
寺
に
こ
だ
わ
っ
て
、こ
く
ベ
ジ
と
協
賛
し
て

い
け
た
ら
い
い
な
ぁ
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。」

ま
た
、Ann Bee
は
、国
分
寺
崖
線
下
の「
真

姿
の
池
」の
湧
水（
環
境
省
選
定「
名
水
百
選
」）

を
使
用
し
た
石
鹸
も
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に 

取
材
に
伺
っ
た
際
、
製
造
所
で
は
知
的
障
害

の
あ
る
皆
さ
ん
が
、計
量
、袋
詰
め
、ロ
ゴ
シ
ー

ル
の
切
り
出
し
、
梱
包
な
ど
各
々
得
意
な
業
務

に
特
化
さ
れ
た
作
業
の
真
っ
最
中
で
し
た
。

「『
こ
れ
に
は
自
信
が
あ
る
！
』と
い
う
も
の
を

持
っ
て
い
た
ら
生
き
て
い
く
の
も
幸
せ
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
国
分
寺
に
暮
ら
し
て
い
る
一
員
と

し
て
自
信
を
持
っ
て
地
域
貢
献
で
き
る
、
そ
う

い
う
街
っ
て
、
お
年
寄
り
の
方
に
も
赤
ち
ゃ
ん

に
も
、
み
ん
な
に
や
さ
し
い
街
に
な
る
ん
で
す

よ
ね
。
そ
の
一
端
を
担
え
る
何
か
役
立
つ
こ
と

が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

A
nn Bee

は
国
分
寺
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、祭
り
を
主
催
し
た
り
し
て
、地
域

の
交
流
に
積
極
的
で
す
。「
お
祭
り
に
来
て
い
た

だ
い
た
り
、イ
ベ
ン
ト
で
声
を
か
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。Ann Bee

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
り
、ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

皆
さ
ん
と
過
ご
す
よ
う
な
機
会
を
持
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。子
供
た
ち
に
も
、い
っ

ぱ
い
遊
び
に
来
て
ほ
し
い
で
す
。」

　構成・文・写真／加澄そら

国分寺ブランド認定品
「東京玉造小町石けん® -ピュアオリーブ」
「東京玉造小町石けん® -プロポリス」

右・社会福祉法人Ann Bee
　理事長 木下るみ子さん
左上・国分寺ブランド認定品
　「武蔵国分寺サブレ」
　「七重塔®フィナンシェ」
左下・Ann Bee製造直売所

Ann Bee製造直売所
東京都国分寺市西元町3-6-14
TEL：042-359-4555
営業時間：10:00 ～ 18:00
定休日：日曜、祝日

国分寺マルイ店
 (菓子販売のみ) 
東京都国分寺市南町3-20-3  1階
TEL：042-323-0101（代表）
営業時間：10:00 ～ 20:30

東京都立多摩図書館のある国分寺市には国指定史跡や市重要文化財が点在しています。
歴史のある国分寺にちなんだお菓子を製造・販売している社会福祉法人 Ann Beeを訪ねました。

ス　　テ　　キ
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国分寺市の
学校キャンプについて

Q. 国分寺市の学校キャンプ
について、教えてください

Q. 学校キャンプが始まった、
当時の様子を教えてください Q. 学校キャンプへの

思いをきかせてください

学校キャンプは、普段通っている学校での非日
常的な体験、参加している子どもと大人とのつ
ながりづくり、豊かな地域コミュニティを形成
することを目的として始めました。子どもたち
にとって身近な学校施設を利用して地域住民と
学校・行政が協力・連携して行っています。
これまでに毎年600 ～ 1200人、平成30年度
までに延べ約１万人の児童が参加しています。

（国分寺市社会教育課・豊野基さん）

地域で積極的に活動されていた関川さん
という方と話しているなかで、「学校施設
を利用してなにかできないか」と意気投
合して、学校キャンプを学校行事予定に
組み込みました。そして、当時のＰＴＡ会
長だった本多智子さんに運営してもらえ
るよう頼みに行きました。
（国分寺市立第４小学校元校長・前田さん）

子どもたちが自分たちでやりたいことを話し合っ
てプランニングして、実現する。続けることで子
どもたちが実質的に企画、実行できることを目指
しています。参加する大人も、見守りやサポート
から一歩踏み出して、真剣に楽しむキャンプにし
たいです。
（国分寺市立第６小学校	実行委員・四宮さん）

「子どもたちがかわいい」「お父さん達に学校、地域
で活躍してもらいたい」「みんなで子育てできると
いい」というのが、わたしの学校キャンプへの思い
です。
（国分寺市立第９小学校	実行委員・渡辺さん）

児童と共に保護者の方に楽しんでもらおうと、そ
れぞれの得意分野でキャンプに関わってもらって
います。今後も楽しい思い出作りができるように
続けていきます。
（国分寺市立第９小学校	実行委員・中山さん）

私達の自治会では、老人会主催で子供も参加する
ゲートボール大会を実施しています。学校キャン
プへの参加も検討したいと思います。
（国分寺市立第４小学校区域・自治会の役員の方）

当時の校長先生だった前田先生がうちに
来て、「日付も決まっている。市や学校が
バックアップするからなんとかやってく
れ」と言われたことを覚えています。とに
かく学校で児童が一泊するためのテント
集めや、手伝ってくれる大人集めから始
めました。最初の年は参加児童よりも大
人の方が多かったのですが、年々参加児
童が増えて、すぐに100人以上になりま
した。
（国分寺市立第４小学校元PTA会長・本
多さん）

国分寺市が東京都でも稀有な市町村事業として
学校キャンプを実施していることに興味を持ち、
携わっている方々にお話を聞いてみました。

構成・文／武藤 功
平成18年 不明
平成19年 336人 
平成20年 762 人
平成21年 889 人
平成22年 1,266人 
平成23年 1,226人 
平成24年 1,225人 
平成25年 1,091人 
平成26年 900人 
平成27年 808人 
平成28年 666人 
平成29年 634 人
平成30年 583 人

合計 10,426人 

これまでの参加者人数
（小学生のみ）
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
大
活
躍

地
方
に
移
住
し
、
地
域
活
性
化
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』。
総
務
省
が
平
成
21
年
度
か
ら
始
め
た
制
度
で
、
任
期
は
３
年
。

秩
父
で
は
、
伝
統
的
工
芸
品
・
秩
父
銘
仙（
め
い
せ
ん
）を
広
め
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
に
４
名
の
協
力
隊
員
が
活
動
し
て
い
る
。

経
歴
も
動
機
も
異
な
る
彼
女
た
ち
が
、
い
か
に
し
て
秩
父
銘
仙
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
か
、
奮
闘
ぶ
り
を
取
材
し
た
。

日
本
の
伝
統
的
工
芸
品 

秩
父
銘
仙
を
広
め
た
い
！

秩
父
銘
仙
と
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

大
胆
で
華
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
お
し
ゃ
れ
な
普
段
着

と
し
て
全
国
的
に
大
人
気
と
な
っ
た
、
埼
玉
県
秩
父

地
方
の
絹
織
物
で
す
。
最
近
は
ま
た
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

着
物
と
し
て
流
行
し
て
い
ま
す
。
秩
父
銘
仙
は
、
明
治

四
十
一
年
に
秩
父
出
身
の
坂
本
宗
太
郎
氏
が
特
許
を
取

得
し
た
『
ほ
ぐ
し
捺な
っ
せ
ん染
』
の
技
法
で
織
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
約
千
六
百
本
の
経
糸
を
揃
え
て
、
粗
く
仮
織
り

し
、
そ
こ
に
捺
染
、
つ
ま
り
、型
紙
で
模
様
を
染
め
ま
す
。

織
る
際
に
、
仮
織
り
し
た
緯
糸
を
手
で
ほ
ぐ
し
な
が
ら

織
っ
て
い
く
た
め
、
ほ
ぐ
し
捺
染
と
呼
ば
れ
ま
す
。
糸

に
型
染
め
す
る
た
め
、
表
裏
の
な
い
生
地
が
特
徴
で
す
。

秩
父
銘
仙
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
に
、『
伝
統
的

工
芸
品
』
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
伝
統
的
工
芸
品
と

は
、
伝
産
法(

※
１)

に
基
づ
い
て
経
済
産
業
省
が
指

定
す
る〝
現
在
ま
で
継
続
さ
れ
る
伝
統
的
技
法
や
原
材

料
を
用
い
て
、
手
作
業
中
心
で
製
造
さ
れ
、
百
年
以
上

の
歴
史
を
有
す
る
工
芸
品
〟
で
、
現
在
、
二
百
三
十
品

目
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
を
研
究
し
て
い
た
学
生

時
代
、
秩
父
の
浦
山
ダ
ム
へ
旅
行
し
た
佐
俣
さ
ん
は
、

地
元
の
人
々
と
交
流
し
、
い
つ
か
秩
父
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
い
て
、伝
産
指
定
直
後
に
協
力
隊
員
に
な
っ
た
。

伝
統
的
工
芸
品
・
秩
父
銘
仙
と
は
？

伝
産
指
定
直
後
の
協
力
隊
の
活
動
は
？

左から協力隊の関川さんと走出さん、元隊員の佐俣さん

写
真
・
構
成
・
文
／
山
室 

智
子

( ※１) 伝統的工芸品産業の振興に関する法律。昭和四十九年より施行。

羊
山
公
園
芝
桜
ま
つ
り
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
、
市
内
小
学

校
で
の
型
染
め
体
験
、
西
武
秩
父
駅
の
仲
見
世
商
店
街

で
の
銘
仙
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
を
企
画
・
運
営

し
、
秩
父
銘
仙
館
内
の
展
示
室
に
解
説
パ
ネ
ル
を
設
置

し
た
。「
伝
産
指
定
直
後
だ
っ
た
せ
い
か
、
県
内
外
の
企

業
か
ら
、
様
々
な
引
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

旅
行
会
社
か
ら
工
房
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
い
と
か
、
県

内
の
時
計
メ
ー
カ
ー
か
ら
秩
父
銘
仙
で
腕
時
計
ケ
ー

ス
を
作
り
た
い
、
等
々
。
製
品
化
で
き
た
と
き
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
」
と
、
当
時
を
振
り
返
る
。

か
つ
て
秩
父
夜
祭
で
は
絹
市
が
立
ち
、
銘
仙
が
売
買

さ
れ
た
。
秩
父
夜
祭
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
、
絹
市
が
復
活
。
任
期
三
年

目
だ
っ
た
佐
俣
さ
ん
は
、
露
店
『
秩
父
銘
仙
お
も
い
で

市
』
を
出
し
た
。「
箪
笥
に
眠
っ
て
い
た
銘
仙
を
お
預
か

り
し
て
、
展
示
・
販
売
し
ま
す
。〝
思
い
出
ご
と
売
る
〟

を
テ
ー
マ
に
、
お
宅
を
訪
ね
て
、
出
品
す
る
銘
仙
に
ま

つ
わ
る
思
い
出
話
を
伺
い
、
買
っ
て
く
れ
る
人
に
伝
え

ま
し
た
。
着
て
い
る
姿
を
見
た
い
と
要
望
す
る
出
品
者

に
は
、
購
入
者
か
ら
写
真
を
送
っ
て
も
ら
っ
て
、
届
け

ま
し
た
」。『
お
も
い
で
市
』
は
今
も
引
き
継
が
れ
る
。

情
報
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
勤
務
だ
っ
た
関
川
さ
ん

は
、
現
在
、
機
織
り
修
行
中
だ
。
前
職
と
も
『
モ
ノ
づ
く

り
』
の
点
で
は
変
わ
り
な
い
と
話
す
。
銘
仙
館
で
銘
仙

着
物
の
レ
ン
タ
ル
業
を
始
め
た
り
、
卒
業
生
全
員
が
銘

仙
の
着
物
姿
で
臨
む
小
学
校
の
卒
業
式
を
企
画
し
た

り
。
秩
父
市
役
所
職
員
の
名
札
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
銘
仙
生

地
で
作
る
な
ど
、
銘
仙
を
使
っ
た
物
づ
く
り
も
提
案
し

た
。
今
後
も
、
着
付
け
教
室
や
着
物
を
着
る
機
会
の
提

供
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
手
が
け
、
銘
仙
の
産
業

振
興
や
物
販
に
走
り
回
る
予
定
だ
。

薬
剤
師
の
資
格
を
持
つ
走
出
さ
ん
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
二
年
間
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
を
経
験

す
る
な
ど
、
海
外
経
験
が
豊
富
だ
。
海
外
に
出
て
、
日

本
の
伝
統
文
化
に
関
心
を
持
っ
た
と
い
う
。

外
国
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
銘
仙
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
英
語
版
を
作
成
し
た
り
、
上
野
公
園
で
開
か
れ

る
日
本
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
タ
に
、
銘
仙
試
着
＆
写
真

撮
影
の
お
店
を
出
し
た
り
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
「D

IY
 

M
EISEN

」
を
出
店
、
活
用
方
法
を
提
案
し
な
が
ら
、

銘
仙
の
端
切
れ
も
販
売
す
る
。

さ
ら
に
秩
父
銘
仙
の
新
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト

を
企
画
。
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
、
秩
父
夜
祭
の
「
絹

市
」
で
投
票
、
大
賞
一
名
を
選
出
す
る
。

初
代
は
現
在
、
秩
父
太
織
の
工
房
で
織
物
を
製
作
。

二
代
目
も
秩
父
の
産
業
振
興
業
で
働
く
。
秩
父
で
起
業

し
た
い
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
い
と
希
望
は
様
々
だ
が
、
皆
、「
若
い
人
達
に
も
っ
と

銘
仙
を
着
て
ほ
し
い
」
と
口
を
揃
え
た
。

活
動
終
了
後
は
何
を
す
る
？

現
役
の
協
力
隊
２
名
の
活
動
は
？

右から、第 22 回全国染織作品展入選作品「秋海棠文様の銘仙」と「縦
縞に春秋丸文様の銘仙」、第 53 回東日本伝統工芸展入選作品「縞銘仙・
木漏れ日」、第 4 回現代手織物クラフト公募展の入選作品「花唐草文様
の銘仙」
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東京マガジンバンクカレッジ　雑誌総合セクション連続ワークショップ
「はじめての雑誌づくり

～趣味・興味の中から自分らしい発信をしてみよう～」
雑誌ができるまで

【ワークショップ】
第1回　「企画を考えよう」　平成 30年 6月 9日（土）　10:00 ～ 12:00

　雑誌作りの大まかな流れ、講師自身が携わった雑誌記事づくりの事例について説明

　講師：生島典子氏、生島淳氏

第 2回　「取材の流儀・楽しみ方」　平成 30年 6月 16 日（土）　10:00 ～ 12:00

　ラフシートの作り方について説明、グループワーク（企画内容の意見交換）

　講師：生島典子氏

第 3回　「誌面の構成と文章の書き方」　平成 30年 7月 7日（土）　10:00 ～ 12:00

　 デザイン、イラストの発注の進め方について説明、グループワーク（ラフシートの内容の意

見 交換）

　講師：生島典子氏

第４回　「文章を入れて、誌面が完成！」　平成 30年 7月 21 日（土）　10:00 ～ 12:00

　原稿の書き方について説明、グループワーク、個人ワーク（原稿作成）

　講師：生島典子氏

【相談会】
平成 30年 7月 28 日（土）　10:00 ～ 12:00

　記事の内容、誌面構成等について希望者が個別に講師に相談、アドバイスを受けた。

　講師：生島典子氏

【編集作業】
平成 30年 8月～平成 30年 12 月

　 イラスト及びデザインの発注、校正等の作業を参加者、講師、東京マガジンバンクカレッジ

事務局が協力して行った。
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